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は
じ
め
に

律
令
制
下
の
地
方
支
配
は
国
郡
里
制
を
基
本
と
し
て
お
り
、
国
に
は
四
～
六

年
任
期
で
交
替
す
る
国
司
が
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
国
府
で
政
務
を
執
り
、

郡
・
里
に
は
在
地
豪
族
出
身
の
郡
司
、
里
長
（
郷
長
）
が
任
命
さ
れ
て
い
た（

（
（

。

郡
に
は
郡
家
が
存
し（

（
（

、「
郡
司
是
自
勘
自
申
之
職
也
、
国
司
則
隨
レ

申
覆
検
之
吏

也
」（『
三
代
格
』
巻
五
弘
仁
十
年
五
月
二
十
一
日
官
符
）
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
国
司
の
国
務
遂
行
に
は
郡
司
に
よ
る
在
地
社
会
の
統
括
・
郡
務
の
集
積
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

最
末
端
の
里
に
関
し
て
は
、「
五
十
戸
家
」
の
墨
書
土
器
の
出
土
（
平
城
宮

跡
下
層
〔『
藤
原
宮
』
二
三
号
木
簡
に
見
え
る
「
倭
国
所
布
評
大
□
〔
野
ヵ
〕

里
」
に
関
係
か
〕、
兵
庫
県
神
戸
市
宅
原
遺
跡
）、
発
掘
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た

郡
家
よ
り
小
規
模
な
官
衙
風
の
遺
跡
の
存
在
を
ふ
ま
え
て
、
考
古
学
で
は
里

（
郷
）
に
関
わ
る
官
衙
の
存
在
を
想
定
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
が（

（
（

、
文
献

史
学
で
は
里
長
（
郷
長
）
の
拠
点
と
し
て
の
官
衙
の
存
在
に
は
否
定
的
で
あ

る（
（
（

。
戸
令
国
郡
司
条
集
解
古
記
に
は
、「
須
下

向
二

所
部
一

検
校
上

者
、
謂
預
二

雑
政

事
一

巡
行
也
。
不
レ

得
レ

受
二

百
姓
迎
送
一、
謂
国
司
巡
二

行
部
内
一、
郡
司
侍
二

当
郡

院
一、
郡
司
巡
二

行
部
内
一、
里
長
待
二

当
里
内
一、
不
レ

得
下

率
二

百
姓
一

向
レ

境
待
及

送
上
レ

過
レ

界
」
と
あ
り
、
法
制
上
も
里
の
官
衙
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
郡
家
よ
り
も
下
の
レ
ベ
ル
の
官
衙
が
存
在
し
た
の
は
事
実
で
あ
り
、

郡
家
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
地
方
官
衙
遺
跡
で
は
木
簡
な
ど
出
土
文
字
資
料
が
検

出
さ
れ
る
事
例
も
多
く
、
地
方
行
政
の
実
態
解
明
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
近
年
は
郡
家
よ
り
も
下
の
レ
ベ
ル
の
も
の
を
郡
家
出
先
機
関
と
位
置
づ

け
、
郡
司
は
郡
内
に
い
く
つ
か
の
出
先
機
関
を
設
置
し
て
、
分
散
的
な
形
で
郡

の
統
括
・
郡
務
遂
行
に
努
め
て
い
た
と
す
る
の
が
有
力
な
見
解
に
な
っ
て
い

る（
（
（

。
そ
こ
に
は
「
郡
的
世
界
」
と
称
す
べ
き
郡
内
の
複
雑
な
関
係
を
体
現
し
た

郡
雑
任
が
郡
司
の
下
に
組
織
さ
れ
て
活
動
し
て
お
り
、
郡
務
に
関
わ
る
文
書
行

政
に
関
連
し
て
木
簡
な
ど
の
文
字
資
料
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。

発
掘
さ
れ
た
遺
跡
が
郡
家
や
郡
家
出
先
機
関
に
比
定
し
得
る
根
拠
と
し
て

文
学
部
史
学
科
教
授
　
森　
　

公
章

郡
符
木
簡
再
考
―
郡
家
出
先
機
関
と
地
域
支
配
の
様
相
―
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は
、
建
物
配
置
・
規
模
な
ど
の
考
古
学
的
知
見
と
と
も
に
、
出
土
文
字
資
料
の

中
に
郡
務
遂
行
に
関
連
す
る
内
容
を
有
す
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
、「
召
」
と

い
う
書
き
出
し
で
、
人
・
物
の
召
喚
を
命
じ
る
召
文
、「
郡
符
」
と
い
う
形
で

同
様
の
召
喚
（「
召
」
文
言
を
含
む
場
合
あ
り
）
や
様
々
な
指
示
・
命
令
を
伝

達
す
る
郡
符
木
簡
、
紙
の
文
書
や
木
簡
を
封
納
す
る
た
め
の
封
緘
木
簡
、
複
数

枚
の
紙
の
文
書
を
巻
子
に
仕
立
て
た
こ
と
を
示
す
題
籤
軸
、
ま
た
郡
司
解
な
ど

郡
司
が
発
給
し
た
様
々
な
文
書
（
控
）
等
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（

（
（

。
特
に
符

系
統
の
下
達
文
書
で
あ
る
召
文
を
加
え
た
広
い
意
味
で
の
郡
符
木
簡
（
郡
か
ら

の
下
達
文
書
）
は
、
郡
家
な
ど
発
信
先
か
ら
宛
先
に
下
達
さ
れ
た
後
に
、
そ
こ

に
記
さ
れ
た
指
示
内
容
や
人
・
物
の
進
上
の
遂
行
に
伴
っ
て
、
命
令
を
受
け
た

側
が
そ
の
木
簡
を
持
参
し
て
発
信
元
に
赴
き
、
そ
の
段
階
で
不
要
に
な
っ
て
廃

棄
さ
れ
る
と
い
う
＂
木
簡
の
一
生
＂
を
辿
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
郡
家

や
郡
家
出
先
機
関
の
存
在
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

紙
の
文
書
の
郡
符
の
事
例
は
僅
少
で
あ
り
（『
平
安
遺
文
』
一
三
号
延
暦
十

五
年
五
月
四
日
越
前
国
坂
井
郡
符
）、
近
年
出
土
点
数
が
増
加
す
る
郡
符
木
簡

は
、
郡
家
・
郡
司
レ
ベ
ル
の
文
書
行
政
の
あ
り
方
を
知
る
の
に
貴
重
な
材
料
で

あ
る
。
但
し
、
郡
司
署
判
の
郡
符
木
簡
が
郡
家
に
戻
ら
ず
に
郡
家
出
先
機
関
止

ま
り
で
廃
棄
さ
れ
る
の
は
何
故
か
、
郡
家
出
先
機
関
と
目
さ
れ
る
遺
跡
出
土
の

木
簡
に
は
郡
雑
任
が
さ
ら
に
下
位
の
存
在
に
発
信
し
た
符
、
あ
る
い
は
下
位
の

存
在
か
ら
の
報
告
の
上
申
文
書
が
見
ら
れ
る
例
も
あ
り
（
石
川
県
畝
田
・
寺
中

遺
跡
、
加
茂
遺
跡
な
ど
）、
郡
家
本
体
と
郡
家
出
先
機
関
と
の
関
係
、
郡
司
の

郡
務
遂
行
形
態
、
ま
た
郡
雑
任
の
活
動
と
文
書
行
政
の
あ
り
方
な
ど
、
種
々
の

問
題
を
考
え
る
糸
口
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い（

（
（

。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
こ

の
郡
家
関
係
の
文
書
木
簡
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
郡
家
よ
り
も
下
の
レ

ベ
ル
で
の
郡
統
括
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
考
察
に
よ
り
郡

家
出
先
機
関
の
必
要
性
や
地
域
支
配
上
の
役
割
な
ど
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
期

し
た
い
。

一
　
郡
符
木
簡
の
用
法

「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
召
文
を
含
む
郡
符
木
簡
は
公
式
令
に
規

定
さ
れ
た
符
系
統
の
下
達
文
書
で
あ
る
。
数
少
な
い
紙
の
文
書
の
郡
符
で
あ
る

越
前
国
坂
井
郡
符
で
は
、
欠
損
部
分
が
多
い
も
の
の
、「
郡
符
」
の
文
言
で
始

ま
り
、
田
地
侵
害
に
対
す
る
「
郡
裁
」
の
請
求
を
受
け
て
、
侵
害
者
の
「
正
得

参
□
申
耳
」、
郡
家
等
へ
の
出
頭
を
命
じ
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、「
符
到
奉

行
」
の
書
止
め
文
言
、
郡
司
四
等
官
の
署
名
の
後
に
日
付
が
記
さ
れ
る
書
式
は

公
式
令
符
式
に
合
致
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
書
式
の
遵
守
と
い
う
点
で
は
、
紙
の
文
書
に
比
べ
て
、
書
写
ス
ペ

ー
ス
が
限
ら
れ
た
木
簡
で
は
、
必
ず
し
も
符
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
が
多
く
、

紙
の
文
書
の
形
態
を
意
識
し
た
表
1
―
22
の
加
賀
郡
牓
示
札
が
唯
一
の
正
格
な

も
の
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
平
城
宮
跡
出
土
の
も
の
に
は
、

・
府
召　

牟
儀
猪
養　

右
可
問
給
依
事
在
召
宜
知
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表1　地方官衙遺跡出土郡符・召文一覧
01長岡京跡右京二条四坊大路（山城国乙訓郡）〔木研12〕
・御司召田辺郷長里正一々人［　］□〔野ヵ〕苅丁一人又［　］依不
・□召知状令々急々向□□勿怠々□〔忘ヵ〕
　　　　　　　　　　大領　八月廿二日□� 428・34・7　011
02伊場遺跡群（遠江国敷智郡）〔伊場遺跡18号〕
　□〔符ヵ〕竹田郷長里正等大郡� （282）・49・10　019
03伊場遺跡群（同上）〔伊場遺跡82号〕
　今急□□〔召竹ヵ〕田□□□〔郷長里ヵ〕〈□／［　］語マ□□　□一〉� 545・37.4・5.4　011
04宮ノ西遺跡（遠江国城飼郡）〔木研33〕
　郡符　　　　右依大伴直／於郡家不得怠々今状得�  215・162・59　061
05御子ヶ谷遺跡（駿河国志太郡）〔『焼津市史』資料編（2003年）〕
・召〈□□　［　］　以前□〔人ヵ〕／□□□［　］〉
・女召　付里正『丈部麻々呂』� （218）・（34）・3　081
06御子ヶ谷遺跡（同上）〔同上〕
　人足可沽事〈□□召勘問安人□□〔召文ヵ〕／［　　　］安人［　］〉
　　　□□〔如件ヵ〕� 229・60・6　081
07西河原遺跡群（近江国野洲郡）〔木研33〕
・郡司符馬道里長令
・女丁〈又来□女□／□□〔来又ヵ〕道□□〉� （145）・34・5　019
08弥勒寺西遺跡（美濃国武義郡）〔木研32〕
・〈建マ□□〔男ヵ〕／建マ□□〉　… 右件人等以今時参向
・若怠者重　　　　　　　　　　　… 〈　□／□□□□〔万呂ヵ〕〉� （106+195）・35・4　019
09屋代遺跡群（信濃国埴科郡）114号〔木研22〕
・符　屋代郷長里正等　〈　敷席二枚　鱒□一升　芹□／匠丁粮代布五段勘夫一人馬十二
　　　　　　　　　　　 疋／□〔神ヵ〕宮室造人夫又殿造人十人〉
・□持令火急召□□者罪科　　　　　　 少領� （392）・55・4　019
10屋代遺跡群（同上）16号〔木研22〕
・符　余戸里長
・［　　］□□� （99）・35・3　019
11屋代遺跡群（同上）71号〔木研22〕
・〈　事　□□□□□〔書生ヵ〕［　］一人令急□〔参ヵ〕／社〉
・［　　　　　　　　　　　　　　］〈十七日卯時□〔酒ヵ〕／主帳〉� （380）・（50）・4　065
12八幡林遺跡（越後国古志郡）1号〔木研13〕
・郡司符　青海郷事少丁高志君大虫　右人其正身率［　］
・虫大郡向参朔告司□〔身ヵ〕率申賜　〈符到奉行　火急使高志君五百嶋／九月廿八日主帳丈部［　］〉
� 585・34・5　011
13八幡林遺跡（同上）〔木研16〕
　郡符□□� 92・19・3　065
14観音寺遺跡（阿波国名方郡）131号
・召粟永□〔継ヵ〕〈　右為／使宗□〔我ヵ〕〉
・□〔知ヵ〕副使参向不□〔得ヵ〕� （206）・（49）・4  081
15元岡・桑原遺跡群（筑前国志麻郡）〔木研21〕
・□□□〔符白ヵ〕□里長□□〔五ヵ〕戸［　　　　　　　　　　］…□者大□神廿□〔二ヵ〕物
・□□□政丁□□ア□□□□□□□□□一□□□〔婢馬ヵ〕□□□　…□〔瓦ヵ〕田　余戸人在
□□□嶋里□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□　　　　　　…� （421+97）・32・4　019
16上長野A遺跡（豊前国企救郡）〔木研20〕
・郡召税長膳臣澄信〈右為勘／持事番□□等依□〉
・不避昼夜視護仕官□〔舎ヵ〕而十日不宿□〔直ヵ〕
　只今暁参向於郡家不得延□〔怠ヵ〕□□
　大領物部臣今継　　□□□� （365）・83・5　019
17矢玉遺跡（陸奥国会津郡）12号〔木研22〕〈参考〉
・［　　　　　　　　　　　］
・符宣承知不得追廻符［　 ］� （321）・（37）・4　081
18荒田目条里遺跡（陸奥国磐城郡）1号〔木研17〕
・郡符　立屋津長伴マ福麿　可□召
　右為客料充遣　召如件長宜承
・「［　　］」� （230）・42・6　019
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19荒田目条里遺跡（同上）2号〔木研24〕
・�郡符　'里刀自 '手古丸 '黒成 '宮沢 '安継家 '貞馬 '天地 '子福積 '奥成 '得内 '宮内 '吉惟  '膳法 '圓隠 '百済部於用丸
／'真人丸 '奥丸 '福丸 '蘓日丸 '勝野 '貞継 '浄人部於日丸 '浄野 '舎人丸 '佐里丸 '浄継 '子浄継 '丸子部福継 『不』
足小家／'壬部福成女 '於保五百継  '子槐本家 '太青女 '真名足 『不』子於足 『合卅四人』／右田人為以今月三日
上面職田令殖可扈発如件
・大領於保臣〈奉宣別為如任件□〔宣ヵ〕／以五月一日〉� 592・45・6　011
20畝田・寺中遺跡（加賀国加賀郡）〔木研24〕
・郡□〔符ヵ〕　大野郷長□〔等ヵ〕　件□［　］
・罪科知□出火急〈「主政」／「主帳」〉� （294）・34・4　019
21畝田・寺中遺跡（同上）〔木研24〕〈参考〉
　追　召　阿マ淮下女／山邊志祁良� （156）・（29）・7　081
22加茂遺跡（加賀国加賀郡）〔木研23〕
（郡）符深見村□〔諸ヵ〕郷駅長并諸刀弥〔祢〕等／應奉行壹捨条之事／一田夫朝以寅時下田夕以戌時還私状／
一以禁制田夫任意喫魚酒状／一禁断不労作溝堰百姓状／一以五月卅日以前可申田殖竟状／一可捜捉村邑内竄宕
為諸人被疑人状／一可禁制无桑原養蚕百姓状／一可禁制里邑之内故喫酔酒及戯逸百姓状／一可填〔慎ヵ〕勤農
業状　□村里長人申百姓名／（検）案内被国去□〔正ヵ〕月廿八日符併〔偁ヵ〕勧催農業／□〔有ヵ〕法条而
百姓等恣事逸遊不耕作喫／（酒）魚殴乱為宗播殖過時還称不熟只非／（疲）弊耳復致飢饉之苦此郡司等不治／
《（過）》之□《〔甚ヵ〕》而豈可o然哉郡宜承知並□示／（符）事早令勤作若遵符旨称倦懈／（之）由加勘決者謹
依符旨仰下田領等宜／（各）毎村屢廻愉〔諭ヵ〕有懈怠者移身進郡符／（旨）国道之裔縻羈進之牓示路頭厳加
禁／（田）領刀弥〔祢〕有怨憎隠容以其人為／罪背不／（寛）有〔宥ヵ〕符到奉行／大領錦村主　主政八戸史
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� （280）・（36）・9　081
25延永ヤヨミ園遺跡（豊前国京都郡）〔木研32〕〈参考〉
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・｛牟｝待申物｛曽｝見々｛与｝見各｛与｝　　　六□□日〈主帳／少□〔領ヵ〕〉
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跡群出土木簡』（1999年）、『更埴条里遺跡・屋代遺跡群―総括編―』（2000年）、『観音寺遺跡Ⅳ』（徳島県教育委
員会、2008年）、会津若松市教育委員会『矢玉遺跡 若松北部地区県営ほ場整備発掘報告書Ⅰ』（1999年）、『若松
北部地区県営ほ場整備発掘報告書Ⅱ』（2000年）、『荒田目条里遺跡』（いわき市教育委員会、2001年）、『金沢市 
畝田遺跡群Ⅵ』（石川県教育委員会、2006年）、『津幡町加茂遺跡Ⅰ』（石川県教育委員会、2009年）、兵庫県教育
委員会埋蔵文化財調査事務所編『山垣遺跡発掘調査報告書』（1990年）、『飯塚遺跡』（国東町教育委員会、2002
年）。なお、〈参考〉は郡司発給か否か不明のもので、参考として掲げたことを示す。／14を郡家関係の木簡と
見ることについては、拙稿「古代阿波国と国郡機構」（『在庁官人と武士の生成』吉川弘文館、2013年）を参照。
／22に関しては、拙稿「木簡から見た郡符と田領」（『地方木簡と郡家の機構』同成社、2009年）により、若干
釈文・校訂を改め（《 》で示した）、かつ横長の長文にわたるため、改行を「／」で示し、字配りを大幅に崩し
た形で掲げた。なお、写真版からの検討、および2004年8月6日石川県埋蔵文化財センターにおける保存処理済
木簡の実見によれば、私見では冒頭の「符深見村□郷駅長」の□部分は、残画からはここを「諸」と推定する
のは難しいと考えるが、有力な代案を得るに至っていないので、姑くは現行案の形で表示しておく。
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い
、
融
合
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
符
と
移

の
区
別
が
曖
昧
で
あ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
公
式
令
通
り
の
文
書
体
系
に
は
な
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

符
・
召
文
に
つ
い
て
も
、
次
に
掲
げ
る
事
例
の
よ
う
に
、
日
付
の
前
に
署
名

が
施
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
（
城25-25

）、
多
く
は
日
付
の
次
に
署
名
が
記
さ

れ
る
書
式
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋
皇
宮
侍

・
召　

若
麻
続
□
麻
呂　
　
　
　
　
　

 

急 

・
従
七
位
下
石
城
村
主
廣
足 

九
月
十
九
日
付�

（271

）・29

・4　

019　

こ
の
木
簡
に
署
名
す
る
石
城
村
主
廣
足
は
Ⅱ
系
統
の
家
政
機
関
の
家
従
で
あ

り
、
こ
れ
は
「
長
屋
皇
宮
」
＝
平
城
京
の
長
屋
王
邸
に
い
る
人
物
を
Ⅱ
の
所
在

地
に
召
喚
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
廣
足
は
長
屋
王
邸
で
勤

務
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、「
以
大
命
符
〈
牟
射
／
廣
足
〉
等
」
で
始
ま

る
長
大
な
符
（『
平
城
京
木
簡
』
一
六
八
八
号
）
で
は
、
五
月
十
七
日
の
日
付

の
後
に
は
家
令
・
家
扶
の
署
名
が
あ
る
の
み
で
、
家
従
の
署
名
は
な
い
。
こ
の

場
合
、
廣
足
は
Ⅰ
の
所
在
地
で
あ
る
平
城
京
内
に
い
て
、
Ⅱ
か
ら
の
命
令
を
受

け
取
り
、
Ⅰ
に
伝
達
す
る
役
割
を
果
し
て
お
り
、
Ⅱ
か
ら
の
符
の
署
名
に
出
て

こ
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
署
名
に
は
そ
の
時
々
の
文
書
作
成

者
や
役
割
分
担
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

以
上
、
都
城
跡
出
土
の
事
例
も
加
味
し
て
、
木
簡
に
お
け
る
符
・
召
文
の
書

式
上
の
特
色
を
検
討
し
た
。
長
屋
王
家
木
簡
の
場
合
は
Ⅱ
の
所
在
地
に
お
け
る

・
状
不
過
日
時
参
向
府
庭
若
遅
緩
科
必
罪　

翼　

大
志　

少
志

四
月
七
日
付
縣
若
虫

�
282

・28

・5　

011　

の
よ
う
に
（『
平
城
宮
木
簡
』
五
四
号
）、
兵
衛
府
の
四
等
官
の
多
く
の
署
名
、

そ
の
後
に
日
付
を
記
そ
う
と
し
た
事
例
が
存
す
る
（
同
上
五
五
号
も
参
照
）。

表
1
の
中
に
は
日
付
が
記
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
01
・（
16
）・

19
な
ど
は
署
名
・
日
付
の
順
序
を
意
識
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
と
は
い
う

も
の
の
、
都
城
跡
の
符
・
召
文
木
簡
で
も
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
多
く
は
な
く
、

完
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
他
の
文
書
木
簡
と
同
様
に
、
日
付
の
次
に
署
名

が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
日
付
・
署
名
が
な
い
も
の
（
官
司
内
の
簡
便
な

伝
達
方
式
の
存
在
を
示
す
か
）
な
ど
の
方
が
目
立
つ
。

一
組
織
に
関
わ
る
木
簡
中
に
符
・
召
文
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
知
ら
れ
る

事
例
と
し
て
は
、
平
城
京
跡
左
京
三
条
二
坊
出
土
の
長
屋
王
家
木
簡
が
あ
る（

（1
（

。

長
屋
王
家
木
簡
に
は
Ⅰ
平
城
京
長
屋
王
邸
に
存
し
た
長
屋
王
の
家
政
機
関
（
家

令
・
書
吏
）、
Ⅱ
高
市
皇
子
の
香
具
山
之
宮
の
家
政
機
関
を
継
承
し
た
組
織

（
家
令
・
扶
・
従
・
大
少
書
吏
）
の
二
つ
の
存
在
が
看
取
さ
れ
、
全
体
と
し
て

高
市
皇
子
に
始
ま
り
、
現
在
は
長
屋
王
が
当
主
で
あ
る
「
北
宮
王
家
」
の
家
政

を
支
え
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
。
平
城
京
跡
で
出
土
し
た
長
屋
王
家
木
簡
に

は
飛
鳥
・
藤
原
地
域
に
存
し
た
Ⅱ
か
ら
平
城
京
の
Ⅰ
に
齎
さ
れ
た
文
書
木
簡
が

存
し
て
お
り
、
Ⅰ
は
三
位
ク
ラ
ス
の
本
主
、
Ⅱ
は
二
品
相
当
の
本
主
の
家
政
機

関
で
、
家
令
職
員
の
相
当
位
に
は
等
差
が
あ
る
も
の
の
、
Ⅰ
・
Ⅱ
は
と
も
に

「
北
宮
王
家
」
を
支
え
る
部
署
で
あ
っ
て
、
相
互
に
人
・
物
の
や
り
と
り
を
行
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さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
表
1
―
09
が
代
表
的
な
事
例
で
あ
り
、
こ
の
木
簡
は
冒
頭
の

「
符
屋
代
郷
長
」
の
部
分
に
裏
面
左
側
か
ら
刃
物
を
入
れ
、
上
か
ら
の
サ
キ
と

組
み
合
わ
せ
る
形
で
五
分
の
一
破
片
が
切
り
取
ら
れ
、
さ
ら
に
刃
物
を
入
れ
て

二
片
目
の
キ
リ
・
オ
リ
を
行
っ
た
上
で
、
最
後
に
「
屋
代
郷
長
」
部
分
が
キ

リ
・
オ
リ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
上
部
の
処
理
後
に
、
再
び
「
里
」
部
分
に
刃
物

を
入
れ
て
縦
方
向
の
サ
キ
を
行
い
、
下
端
も
裏
面
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
キ
リ
・

木
簡
の
あ
り
方
が
不
明
な
の
で
、
確
言
と
は
い
か
な
い
が
、
Ⅱ
か
ら
Ⅰ
に
届
い

た
符
・
召
文
は
Ⅰ
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
発
信
元
か
ら
宛
先
に
到
来

し
、
宛
先
で
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
一
方
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う

に
、
地
方
官
衙
遺
跡
出
土
の
郡
符
は
発
信
元
で
あ
る
郡
家
か
ら
宛
先
に
届
い
た

後
、
再
び
郡
家
な
い
し
は
郡
家
出
先
機
関
に
戻
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
城
宮
跡
出
土
の
も
の
、
平
城
京
跡
出
土
二
条
大
路
木

簡
に
も
見
ら
れ
、
式
部
省
や
造
酒
司
な
ど
の
召
喚
を
受
け
て
、
到
来
し
た
木
簡

を
持
参
し
て
召
喚
先
に
参
向
し
、
そ
こ
で
廃
棄
に
至
る
と
い
う
＂
木
簡
の
一

生
＂
で
、
発
信
元
に
戻
っ
て
の
廃
棄
と
い
う
パ
タ
ン
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
文

書
木
簡
一
般
に
看
取
さ
れ
る
二
つ
の
廃
棄
方
法
で
あ
り
（
発
信
元
・
宛
先
と
は

異
な
る
第
三
の
場
所
で
の
破
棄
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
想
定
さ
れ
る
）、
木
簡
の

特
質
や
出
土
地
の
性
格
比
定
の
際
に
留
意
す
べ
き
点
と
な
る（

（1
（

。

都
城
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
木
目
方
向
の
細
長
い
断
片
に
割
い
て
廃

棄
す
る
縦
割
き
廃
棄
と
折
損
・
焼
痕
か
ら
窺
わ
れ
る
焼
却
廃
棄
の
二
つ
の
方
法

が
推
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
前
者
は
藤
原
宮
木
簡
、
ま
た
長
屋
王
家
木
簡
な
ど
に
多

く
看
取
さ
れ
、
長
屋
王
家
木
簡
に
は
焼
痕
の
あ
る
も
の
が
知
ら
れ
る
の
で
、
後

者
の
方
法
も
想
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
平
城
宮
跡
東
方
官
衙

で
検
出
さ
れ
た
焼
却
土
坑
出
土
の
宝
亀
年
間
頃
の
一
大
木
簡
群
が
こ
の
確
実
な

事
例
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
十

九
）。一

方
、
地
方
官
衙
遺
跡
出
土
木
簡
で
は
、
特
に
郡
符
な
ど
の
文
書
木
簡
に
関

し
て
、
刃
物
で
数
断
片
に
分
割
し
た
上
で
廃
棄
す
る
方
法
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
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の
召
喚
を
担
当
し
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
郡
務
と
国
務
の
連
関
を
窺
わ
せ
る
事

例
に
な
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
が（

（1
（

、
史
生
＝
郡
書
生
の
可
能
性
は
皆
無
で
は
な

い
と
、
解
釈
が
揺
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
召

文
が
当
地
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
郡
家
に
戻
る
こ
と
な

く
（
召
喚
を
拒
否
か
）、
受
信
の
地
で
廃
棄
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
紙
の
文
書
の
郡
符
や
表
1
―
22
に
は
郡
司
四
等
官
の
署
名
が
あ
り
、
郡

符
木
簡
は
彼
ら
が
揃
う
場
所
、
即
ち
郡
家
で
作
成
さ
れ
、
郡
家
本
体
ま
た
は
郡

家
出
先
機
関
に
戻
っ
て
き
て
廃
棄
さ
れ
る
と
説
明
し
得
る
。
郡
家
本
体
で
廃
棄

さ
れ
て
い
る
事
例
は
勿
論
の
こ
と
、
主
政
・
主
帳
の
署
名
が
見
え
る
表
1
―

20
、
郡
家
等
に
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
主
帳
・
少
領
が
記
さ
れ
る
26
な
ど

も
そ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
郡
家
本

体
に
戻
ら
ず
、
郡
家
出
先
機
関
で
破
棄
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
20
が

出
土
し
た
畝
田
・
寺
中
遺
跡
は
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
十
六
縁
「
女
人
濫
嫁

飢
二

子
乳
一

故
得
二

現
報
一

縁
」
の
舞
台
と
な
っ
た
加
賀
郡
大
野
郷
畝
田
村
の
地
に

比
定
さ
れ
、
畝
田
村
の
有
力
者
と
目
さ
れ
る
横
江
臣
は
伴
出
木
簡
（
後
掲
史
料

a
）
に
田
領
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
正
し
く
郡
雑
任
が
拠
点
と
し
た
郡
家
出

先
機
関
が
所
在
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
同
様
に
、
22
の
加
茂
遺
跡
も
交
通
の
要
衝

と
な
る
加
賀
郡
英
多
郷
深
見
村
に
所
在
し
て
お
り
（『
万
葉
集
』
巻
十
八
―
四

〇
七
三
・
四
一
三
二
題
詞
も
参
照
）、
田
領
丈
部
氏
の
活
動
拠
点
と
な
る
場
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
22
は
全
体
が
一
筆
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、
田
領
丈
部

浪
麿
が
加
賀
郡
家
に
お
い
て
郡
符
を
書
写
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
深
見
村
に

オ
リ
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
図
1
）。
こ
れ
は
郡
符
は
郡
内
で
最
も
権
威

の
あ
る
文
書
で
あ
り
、
下
部
の
文
字
を
削
っ
て
修
正
し
て
再
利
用
（
悪
用
）
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
特
に
重
要
な
差
出
し
と
充
所
の
部
分
を
丁
寧

に
切
断
、
い
わ
ば
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
る
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
12
・
26
も
文
意
の
切
れ
目
に
即
し
て
三
片
に
切
断
さ
れ
て

お
り
（
19
・
23
は
二
片
に
切
断
さ
れ
て
い
る
）、
こ
れ
ら
は
人
の
召
喚
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
再
利
用
を
封
じ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
わ
れ
、
表
1
の
中
で
欠
損
が
知
ら
れ
る
も
の
を
含
め
て
、
総
じ
て
こ
う
し

た
処
置
が
施
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
郡
符
木
簡
の
廃
棄
方
法
に
関
連
し
て
、
次
に
廃
棄
場
所
の
あ
り
方
を
考

え
て
み
た
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
文
書
木
簡
の
廃
棄
場
所
や
木
簡
出
土
遺
構
の

性
格
決
定
に
は
二
つ
く
ら
い
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
郡
符
木
簡
に
つ
い
て
は
郡

家
ま
た
は
郡
家
出
先
機
関
に
お
い
て
用
務
を
終
え
て
処
理
さ
れ
た
も
の
と
解
さ

れ
て
い
る
。
但
し
、
表
1
―
26
は
今
の
と
こ
ろ
郡
家
や
郡
家
出
先
機
関
と
位
置

づ
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
と
す
る
と
、
宛
先
に
お
い
て
廃
棄
さ
れ
た
数
少
な
い

事
例
と
な
る
。「
史
生
」
に
つ
い
て
は
、
国
衙
の
史
生
で
、「
地
方
に
お
け
る
郡

衙
と
国
衙
、
あ
る
い
は
郡
司
と
国
司
の
政
治
的
・
行
政
的
関
係
を
知
る
上
で
貴

重
な
史
料
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
と（

（1
（

、
史
生
＝
書
生
で
、
こ
れ
を
郡
書
生
と
す

る
見
解
も
呈
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
私
は
先
に
は
郡
司
の
職
名
も
き
ち
ん
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
国
司
の
下
僚
の
史
生
と
見
る
べ
き
こ
と
、
史
生
に
は
在
地
出
身
者

の
登
用
が
推
定
さ
れ
（『
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
十
二
月
二
十
五
日
条
）、
ま
た

そ
う
で
な
く
て
も
、
郡
内
に
所
在
す
る
人
物
に
関
し
て
は
郡
司
が
国
府
な
ど
へ
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戻
る
こ
と
な
く
、
当
地
で
の
廃
棄
と
な
っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

加
賀
郡
家
は
金
沢
市
広
坂
遺
跡
な
ど
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
大
野
郷
長
等
は
郡

家
ま
で
参
向
す
る
こ
と
な
く
、
地
元
に
存
し
た
郡
家
出
先
機
関
を
介
し
て
用
務

を
果
す
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
郡
家
出
先
機
関
が
存
す
る
便
利
さ
、
行
政

の
き
め
細
か
な
把
握
と
郡
家
の
機
能
を
分
掌
す
る
そ
の
役
割
・
権
能
の
大
き
さ

を
窺
わ
せ
る
も
の
と
な
る
。

郡
務
の
分
掌
と
言
え
ば
、
別
に
検
討
し
た
越
前
国
足
羽
郡
の
事
例
も
興
味
深

い（
（1
（

。
考
察
材
料
と
な
る
の
は
、
神
護
二
年
十
月
十
九
日
足
羽
郡
大
領
生
江
臣
東

人
解
（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
五
一
～
三
）、
同
年
同
月
二
十
日
足
羽
郡
少

領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
解
（
五
―
五
五
三
～
四
）
で
あ
る
。
足
羽
郡
で
は
生
江
臣

と
阿
須
波
臣
が
譜
第
郡
領
氏
族
と
し
て
拮
抗
し
て
存
立
し
て
お
り
（
郡
名
か
ら

推
し
て
、
阿
須
波
臣
の
方
が
古
族
で
、
立
評
な
い
し
は
郡
制
施
行
当
初
は
序
列

が
逆
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）、
大
領
の
東
人
は
造
東
大
寺
司
史
生
と
し
て

中
央
出
仕
し
た
経
歴
を
持
つ
人
物
で
、
当
時
当
地
で
進
め
ら
れ
て
い
た
東
大
寺

領
北
陸
荘
園
の
開
発
に
も
大
い
に
関
与
、
少
領
の
束
麻
呂
は
在
地
に
留
ま
っ
た

ま
ま
、
郡
領
に
な
っ
た
人
物
と
、
履
歴
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
東
大
寺
領
栗
川
庄
と
野
田
郷
百
姓
車
持
姉
売

の
口
分
田
と
の
境
界
相
論
に
関
連
し
て
、
束
麻
呂
が
郡
書
生
委
文
土
麻
呂
と
田

領
別
竹
山
の
二
人
を
派
遣
し
た
が
、
田
堺
が
未
決
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
郡
家

で
預
佃
し
、
束
麻
呂
が
専
当
を
務
め
て
い
る
勅
旨
田
の
灌
漑
用
水
で
あ
る
寒
江

沼
の
水
に
関
連
し
て
、
東
大
寺
領
道
守
庄
が
妨
停
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
水
守

で
あ
る
草
原
郷
の
宇
治
知
麻
呂
を
勘
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
知
麻
呂
は

届
い
た
郡
符
を
転
写
し
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
当
地
で

「
牓
二

示
路
頭
一

」
す
る
と
い
う
用
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
地
で
廃

棄
さ
れ
る
に
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
20
は
大
野
郷
長
等
を
充
所
と
し
、
肝
腎
の
指
示
内
容
部
分
が
不
明
で

は
あ
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
召
喚
を
命
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は

郡
家
で
作
成
さ
れ
た
郡
符
が
直
接
に
大
野
郷
長
等
に
下
達
さ
れ
た
の
か
、
ま
た

は
当
地
を
拠
点
と
す
る
田
領
横
江
臣
ら
を
介
し
て
大
野
郷
長
等
に
下
さ
れ
た
の

か
で
あ
り
、
郡
家
で
は
な
く
、
大
野
郷
に
存
す
る
郡
家
出
先
機
関
た
る
当
地
へ

の
参
向
で
用
務
が
片
付
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
郡
家
本
体
ま
で
は
木
簡
が
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遺
跡
が
所
在
す
る
丹
波
国
氷
上
郡
は
『
和
名
抄
』
高
山
寺
本
に
よ
る
と
、
粟

作
・
誉
田
・
原
負
（
石
負
ヵ
）・
船
城
・
春
部
・
美
和
・
竹
田
・
前
山
郷
が

「
以
上
東
県
」、
佐
治
・
賀
茂
・
氷
上
・
石
前
・
葛
野
・
沼
貫
・
井
原
郷
が
「
以

上
西
県
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
東
県
・
西
県
と
い
う
東
・
西
の
二
区
分
が
存
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
平
安
遺
文
』
一
一
〇
一
号
延
久
四
年
九
月
五
日
太
政

官
府
に
は
「
氷
上
東
県
司
」
が
見
え
、
後
代
に
は
完
全
に
東
・
西
に
分
割
さ
れ

て
い
る
）。
こ
れ
は
東
部
の
竹
田
川
（
→
由
良
川
を
経
て
、
日
本
海
に
流
れ
込

む
）
と
西
部
の
佐
治
川
・
葛
野
川
（
→
加
古
川
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
）

と
い
う
地
形
上
、
水
系
に
基
づ
く
二
区
分
で
あ
り
、
西
部
（
後
の
氷
上
西
県
）

の
氷
上
郷
に
郡
家
、
東
部
（
後
の
氷
上
東
県
）
の
交
通
の
要
衝
春
部
郷
に
郡
家

出
先
機
関
と
し
て
の
山
垣
遺
跡
が
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（

（2
（

。

山
垣
遺
跡
か
ら
は
「
丹
波
国
氷
上
郡
」
と
記
さ
れ
た
封
緘
木
簡
が
出
土
し
て

お
り
（
一
一
号
）、
郡
家
や
郡
司
に
宛
て
た
封
緘
木
簡
が
郡
家
本
体
以
外
か
ら

検
出
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
。
本
遺
跡
か
ら
は
「
春
マ
」「
春
部
」
の
墨
書
土
器

が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
当
地
が
春
部
郷
の
中
心
に
所
在
し
た
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
く
、
20
・
22
と
同
様
に
、
郡
雑
任
な
ど
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
郡
家
出
先

機
関
が
存
し
て
お
り
、
春
部
里
長
等
は
郡
符
に
よ
る
召
喚
命
令
を
果
す
た
め
に

当
地
に
参
向
し
、
木
簡
は
郡
家
本
体
に
戻
る
こ
と
な
く
、
当
地
で
用
務
を
終
え

て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
23
・
24
に
登
場
す
る
碁
萬
呂
な
る
者
が
郡

雑
任
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
少
領
の
み
が
作
成
に
関
わ

っ
た
郡
符
木
簡
が
あ
る
こ
と
と
上
述
の
封
緘
木
簡
の
存
在
を
併
考
す
る
と
（
郡

家
本
体
に
届
い
た
も
の
が
当
地
に
転
送
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
当
地
の
少
領
に

東
人
が
「
私
誂
」
し
た
人
で
あ
っ
た
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
東
人
は
自

分
は
既
に
寺
田
で
あ
る
旨
を
判
定
し
て
い
る
の
で
、「
他
司
所
勘
」
に
関
し
て

は
知
ら
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
「
他
司
」
が
束
麻
呂
で
あ
る
。
束
麻
呂

は
勅
旨
田
専
当
な
ど
を
務
め
、
東
大
寺
領
荘
園
の
展
開
を
抑
制
す
る
立
場
を
担

っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
東
人
は
上
述
の
経
歴
も
あ
っ
て
、
東
大
寺
側
に
協
力

す
る
立
場
に
あ
り
、
大
・
少
領
の
間
で
郡
務
遂
行
の
姿
勢
が
異
な
っ
て
い
た
こ

と
が
看
取
で
き
る
。
田
領
別
竹
山
は
栗
川
庄
と
の
間
に
所
訴
田
を
抱
え
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
（
五
―
五
四
三
～
六
）、
現
地
の
情
勢
を
熟
知
し
た
人
物
で
あ

る
点
と
と
も
に
、
東
大
寺
に
対
す
る
立
場
の
共
通
性
が
少
領
束
麻
呂
に
よ
っ
て

現
地
調
査
員
た
る
田
領
に
起
用
さ
れ
る
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
郡
司
は
自
ら
の
意
に
適
う
人
物
を
郡
雑
任
に
登
用
し
、
円
滑
な
郡
務
遂

行
を
目
指
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
時
に
は
郡
領
間
の
齟
齬
・
対
立
を

惹
起
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
郡
領
間
の
隔
意
に
関
連
し
て
、
郡
領
が
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
拠
点
に

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
例
も
存
す
る
。
表
1
―
12
・
13
が
出
土

し
た
八
幡
林
遺
跡
は
越
後
国
古
志
郡
家
関
連
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
「
上
大

領
殿
門
」
と
記
さ
れ
た
封
緘
木
簡
（
一
二
号
）、「
長
官
尊
」
宛
の
進
上
状
（
二

四
号
）
な
ど
大
領
に
宛
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
木
簡
や
大
領
関
係
の
多
く
の
墨

書
土
器
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
大
領
が
担
当
し
た
郡
関
連
の
施
設
で
、
郡
領
間

で
の
分
掌
的
郡
務
遂
行
の
あ
り
方
を
示
す
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ

の
見
解
を
参
考
に
す
る
と
、
23
に
少
領
の
み
の
署
名
の
郡
符
木
簡
が
あ
る
山
垣

遺
跡
に
も
そ
の
よ
う
な
性
格
が
看
取
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
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二
　
文
書
行
政
の
諸
相

前
章
末
尾
で
は
郡
家
出
先
機
関
に
拠
点
を
有
す
る
郡
領
が
発
給
す
る
郡
符
木

簡
の
存
在
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
別
に
考
察
を
加
え
た
よ
う
に（

（2
（

、
郡
雑
任

が
下
達
文
書
を
作
成
し
、
ま
た
下
位
の
存
在
か
ら
報
告
が
届
く
と
い
う
形
で
、

郡
家
出
先
機
関
を
一
つ
の
中
心
と
す
る
文
書
行
政
の
あ
り
方
が
わ
か
る
事
例
も

見
ら
れ
る
。

a
畝
田
・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡
〔
木
研
二
四（

（2
（

〕

　
　
　
　
〔
竹
万
呂
ヵ
〕
横
江
臣
床
嶋
□

・
符　

田
行
笠
□
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
岡
□
物
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
部
ヵ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〔
状
ヵ
〕

・
口
相
定
田
行
率
召
持
来
今
□
以
付

　
　
　
　
　
　
　
　

田
領
横
江
臣
「
□
」�

（278

）・42

・3　

019　

b
加
茂
遺
跡
出
土
木
簡
〔
木
研
二
三
〕

・
謹
啓　

丈
部
置
万
呂 

献
上
人
給
雑
魚
十
五
隻　
　
　
　

□
□
□
□
消
息
後
日
参
向
而
語
奉 

无
礼
状
具
注
以
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
伯
姓
ヵ
〕

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
勘
了
』　　
　

七
月
十
日　

潟
嶋
造
□
主

�
480

・33

・5　

011　

a
は
田
領
横
江
臣
が
発
給
し
た
符
で
あ
り
、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
当
地

は
横
江
臣
の
拠
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
に
所
見
が
な
い
も
の
の
、
田
領
よ
り
も

下
位
の
郡
雑
任
と
目
さ
れ
る
田
行
に
対
し
て
、
何
人
か
の
人
物
の
召
喚
を
命
じ

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
郡
符
木
簡
と
同
様
に
、
こ
の
符
木
簡
は
田
行
の
と
こ
ろ

直
接
宛
て
ら
れ
て
届
い
た
も
の
か
）、
こ
こ
に
は
少
領
の
活
動
拠
点
が
あ
り
、

郡
符
木
簡
も
当
地
で
少
領
と
配
下
の
郡
雑
任
が
発
給
し
た
の
で
は
な
い
か
、
氷

上
東
県
と
し
て
の
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う
な
実
質
上
の
郡
務
遂
行
を
独
自
に

（
と
は
い
う
も
の
の
、
郡
家
本
体
に
存
す
る
大
領
と
の
協
議
や
一
部
に
委
任
を

受
け
た
形
で
）
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
み
た
い（

（2
（

。

以
上
を
要
す
る
に
、
郡
符
木
簡
が
郡
家
出
先
機
関
で
出
土
す
る
の
は
、
木
簡

に
記
さ
れ
た
用
務
が
郡
家
本
体
に
行
か
な
く
て
も
、
郡
家
出
先
機
関
で
済
む
よ

う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
分
掌
的
な
郡
務
遂
行
の
機
能
、
郡

家
出
先
機
関
の
役
割
・
権
能
を
も
う
少
し
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
郡
家
出
先
機
関
を
活
動
の
拠
点
と
す
る
郡
雑

任
の
存
在
、
さ
ら
に
は
郡
領
の
う
ち
の
一
人
が
郡
家
本
体
で
は
な
く
、
こ
の
郡

家
出
先
機
関
を
拠
点
と
し
て
い
る
場
合
な
ど
が
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
氷
上

郡
以
外
で
も
、『
続
紀
』
和
銅
六
年
九
月
己
卯
条
「
摂
津
職
言
、
河
辺
郡
玖
左

佐
村
、
山
川
遠
隔
、
道
路
嶮
難
。
由
レ

是
、
大
宝
元
年
始
建
二

館
舎
一、
雑
務
公

文
、
一
准
二

郡
例
一。
請
置
二

郡
司
一。
許
レ

之
。
今
能
勢
郡
是
也
」
と
あ
る
の
は
、

そ
う
し
た
実
例
で
あ
り
、
玖
左
佐
村
に
は
後
に
能
勢
郡
の
郡
司
と
な
る
よ
う
な

豪
族
が
い
て
、
独
自
の
郡
務
分
掌
に
与
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
河
辺
郡
の
郡

領
氏
族
は
凡
川
内
直
氏
、
能
勢
郡
の
郡
領
に
は
神
人
姓
の
者
が
知
ら
れ
る
）。
そ

こ
で
、
章
を
改
め
て
、
こ
の
郡
家
出
先
機
関
に
お
け
る
文
書
木
簡
の
様
相
を
さ

ら
に
探
究
し
、
地
域
支
配
上
の
位
置
・
役
割
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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〔
口
ヵ
〕　

物
マ
鳥
丸
野
田
村
奈
良
田
三
段
又
中
家
田
六

・
物
部
郷
□
□
里
戸
主
物
マ
多
理
丸
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

□
人
伊
神
郷
人
酒
君
大
嶋
田
直
米
二
石
一
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
有
ヵ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

物
マ
比
呂�

〔
呂
ヵ
〕

・　
　
　
　
　
　

田
沽
人　

多
理
丸
戸
人　
　
　
　

天
平
七
年
三
月
廿
一
日
相
知
田
領
神
田
君
万
□

�
486

・49

・6　

011　

c
が
出
土
し
た
延
命
寺
遺
跡
は
越
後
国
頸
城
郡
の
郡
家
出
先
機
関
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
都
宇
郷
野
田
村
に
所
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
郡
家
は
南
西
約

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
栗
原
郷
の
栗
原
遺
跡
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
c
に
つ
い
て

は
、
一
旦
郡
家
本
体
に
進
上
さ
れ
た
上
で
、
そ
こ
で
紙
の
文
書
を
作
成
、
そ
の

後
に
資
料
と
し
て
当
地
に
戻
さ
れ
て
、
賃
租
契
約
が
切
れ
る
ま
で
保
管
さ
れ
、

当
地
で
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
c
の
伴
出
木
簡
に
は

「
道
智
僧
稲
在
野
田
村
船
木
直
麻
呂
所
四
百
斤　

大
蔵
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が

あ
り
、
道
智
は
『
温
泉
寺
縁
起
』
に
奈
良
時
代
の
人
物
と
し
て
登
場
し
て
お

り
、
時
代
的
に
も
整
合
し
て
い
る
。
四
百
斤
は
稲
一
束
（
米
一
斗
、
舂
米
五

升
）
＝
大
十
斤
の
換
算
だ
と
、
稲
四
十
束
に
な
り
、
僧
道
智
は
野
田
村
の
豪
族

な
い
し
は
そ
こ
で
経
営
に
携
わ
る
人
々
の
下
に
、
四
十
束
（
以
上
）
の
稲
を
有

し
て
い
た
こ
と
、
当
地
に
所
在
し
た
組
織
は
こ
う
し
た
稲
の
所
在
把
握
（
徴
収

の
た
め
か
）
や
c
の
如
き
田
地
売
買
な
ど
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

伴
出
木
簡
に
は
ま
た
、「
天
平
八
年
三
月
廿
二
日
」
の
日
付
を
記
し
た
も
の
や

天
平
八
年
八
月
の
具
注
暦
の
断
片
が
存
し
て
お
り
、
当
地
が
暦
を
も
利
用
し
つ

つ（
（2
（

、
文
書
行
政
、
郡
務
遂
行
の
一
つ
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
推

に
下
達
さ
れ
、
田
行
は
指
示
さ
れ
た
人
物
ら
を
引
率
し
て
木
簡
と
と
も
に
当
地

に
参
向
し
、
そ
こ
で
用
務
が
終
了
、
本
木
簡
も
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
充
所
を
「
田
行
竹
万
呂
等
」
と
釈
読
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
田
行
は
名

前
の
み
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
田
領
に
と
っ
て
は
田
行
は
姓
を
書
か

な
く
て
も
判
別
で
き
る
親
密
な
関
係
に
あ
る
存
在
で
、
田
領
―
田
行
の
上
下
関

係
の
下
に
郡
務
遂
行
、
郡
家
出
先
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
様
子
が

窺
わ
れ
る
。

同
様
に
b
も
田
領
丈
部
氏
の
拠
点
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
た
、

「
文
書
文
書
文
書
生
書
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
郡
書
生

の
如
き
存
在
も
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
b
の
充
所
の
丈
部
置

万
呂
は
田
領
の
一
族
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
人
物
に
対
し
て
下
位
の
存
在
と
目
さ

れ
る
潟
嶋
造
□
主
な
る
者
が
「
伯
姓
消
息
」
を
報
告
す
る
た
め
に
後
日
参
向
す

る
旨
な
ど
を
上
申
し
て
い
る
。
表
1
―
22
の
牓
示
札
の
掲
示
、
伴
出
し
て
い
る

能
登
国
羽
咋
郡
羽
咋
郷
長
発
給
の
道
路
造
営
の
た
め
の
人
夫
の
過
所
木
簡
な
ど

と
も
ど
も（

（2
（

、
当
地
が
そ
う
し
た
情
報
や
人
・
物
が
往
還
す
る
要
衝
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、
a
・
b
は
い
ず
れ
も
九
世
紀
の
事
例
で
あ
り
、
八
世

紀
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
文
書
行
政
が
郡
家
出
先
機
関
で
構
築
さ
れ
て
い
た
の

か
否
か
、
確
言
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

c
延
命
寺
遺
跡
出
土
木
簡
〔
木
研
三
〇
〕
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e
矢
玉
遺
跡
出
土
木
簡
一
号
〔
木
研
二
二
〕

・
請
立
廌
弐
巻　

右
附
石
嶋
所
請
如
件

・
十
一
月
廿
八
日　

陸
奥
藤
野�

281

・20

・8　

011　

矢
玉
遺
跡
は
陸
奥
国
会
津
郡
に
所
在
し
た
も
の
で
、
郡
家
に
比
定
さ
れ
る
河

沼
郡
河
東
町
郡
山
遺
跡
か
ら
は
南
西
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
郡

家
に
関
連
し
た
物
資
の
集
積
施
設
と
目
さ
れ
て
い
る
。
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀

中
葉
の
掘
建
柱
建
物
、
倉
庫
群
、
区
画
の
柱
列
・
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お

り
、
円
面
硯
や
大
戸
窯
産
須
恵
器
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
木
簡
に
は
種

子
札
が
存
し
、
勧
農
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る（

（2
（

。
本
遺
跡

で
は
ま
た
、
焼
土
遺
構
か
ら
「
返
抄
」
の
文
字
が
見
え
る
漆
紙
文
書
が
出
土
し

て
お
り（

（2
（

、
紙
の
文
書
の
利
用
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

d
は
「
見
台
政
所
」
が
下
し
た
符
で
、
田
中
村
（
遺
跡
の
北
、
湯
川
村
に
田

中
の
地
名
が
あ
る
と
い
う
）
に
在
住
す
る
仏
典
講
読
者
と
目
さ
れ
る
「
読
祖

等
」
の
参
向
を
命
じ
た
召
文
と
考
え
ら
れ
る
。
現
状
は
〇
五
九
型
式
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
二
次
的
に
尖
ら
せ
た
も
の
で
、
本
来
は
短
冊
形
で
あ
っ
た
と

見
ら
れ
て
お
り
、
文
書
木
簡
に
相
応
し
い
形
状
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
見
台

政
所
」
は
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
郡
家
本
体
か
ら
発
給
さ
れ
た
郡
符
で
は
な

く
、
当
地
に
存
し
た
「
見
台
政
所
」、
即
ち
郡
家
出
先
機
関
が
独
自
に
発
信
し

た
下
達
文
書
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
表
1
―
17
を
「
参
考
」
と
し
て

お
い
た
の
は
、
こ
れ
も
郡
符
木
簡
か
否
か
は
確
言
で
き
ず
、
同
様
に
当
地
の
組

定
で
き
よ
う
。

で
は
、
当
地
は
田
領
神
田
君
の
拠
点
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
c
に
登

場
す
る
物
部
郷
・
伊
神
郷
（
五
十
公
郷
か
）
は
都
宇
郷
の
東
方
に
存
す
る
郷
で

あ
り
、
都
宇
郷
野
田
村
は
周
辺
の
い
く
つ
か
の
郷
、
郡
家
か
ら
北
方
の
地
域
の

中
心
と
な
る
よ
う
な
支
配
拠
点
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
c
は
当

地
に
届
け
ら
れ
、
当
地
に
存
し
た
郡
家
出
先
機
関
で
処
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
郡
家
本
体
ま
で
は
送
付
さ
れ
な
い
で
（
但
馬
国
府
に
関
わ
る
祢
布
ヶ
森
遺

跡
出
土
の
題
籤
軸
「
・
二
方
郡
沽
田
結
解
／
・
天
長
□
〔
四
ヵ
〕
□
」
か
ら
窺

わ
れ
る
、
国
府
へ
の
報
告
作
成
の
た
め
に
、
情
報
が
郡
家
に
別
途
送
付
さ
れ
た

可
能
性
は
あ
る
）、
当
地
で
用
務
を
終
了
し
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
、
当
地
は
田
領
よ
り
も
上
位
の
郡
雑
任
、
あ

る
い
は
郡
領
の
う
ち
の
一
人
が
駐
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
独
自
の
郡
務
遂
行
を

担
っ
て
い
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
c
は
ま
た
、
天
平
七
・
八
年
頃
の
状
況
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
前
章
末
尾
で
触
れ
た
摂
津
国
能
勢
郡
の
前
身
施
設
と
合
せ

て
、
こ
う
し
た
郡
家
出
先
機
関
で
の
文
書
作
成
の
し
く
み
が
八
世
紀
当
初
か
ら

構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
例
と
な
る
。

d
矢
玉
遺
跡
出
土
木
簡
五
号
〔
木
研
二
二
〕

　

〔
見
ヵ
〕

・
□
台
政
所
符　

田
中
村
読
祖
等

・
□
□
召
符
如
件
宜
承
知
□
□�

（275

）・32

・6　

059　
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使
者
・
立
薦
と
と
も
に
当
地
に
戻
っ
て
き
て
、
完
形
を
保
持
し
た
ま
ま
廃
棄
さ

れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（3
（

。

f
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
三
号（

（3
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
料
四
升　
　
　
　
　
　
　

 

〔
領
ヵ
〕

・
返
抄
検
納
公
廨
米
陸
升　
　
　
　
　

卅
七
石 

丈
部
子
福
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

調
度
二
升

　

右
件
米
検
納
税
如
件
別
返
抄

・　
　
　
　
　
　

仁
寿
三
年
十
月
□
日
米
長

「
於
保
臣
雄
公
□
」　　

　

�

（268

）・35

・10　

033 　

以
上
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
郡
家
出
先
機
関
に
お
け
る
文
書

行
政
の
あ
り
方
を
見
て
き
た
。
そ
の
知
見
を
ふ
ま
え
て
、
再
検
討
し
て
お
き
た

い
の
が
f
で
あ
る
。
f
が
出
土
し
た
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
陸
奥
国
磐
城
郡
に
所

在
し
、
郡
家
で
あ
る
根
岸
遺
跡
か
ら
は
北
西
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置

す
る
。
本
遺
跡
か
ら
は
表
1
―
18
・
19
の
郡
符
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
津
長

を
召
喚
す
る
拠
点
、
ま
た
大
領
於
保
臣
（
磐
城
臣
）
の
職
分
田
の
所
在
や
そ
の

耕
営
な
ど
の
あ
り
方
が
か
わ
る
点
で
、
特
筆
す
べ
き
材
料
と
な
る（

（3
（

。

f
に
つ
い
て
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
の
発
掘
報
告
書
は
、
こ
れ
が
公
廨
米
の
収

納
領
収
書
で
あ
り
、
国
司
公
廨
米
が
郡
か
ら
国
に
、
舂
米
の
形
で
進
上
さ
れ
て

い
た
実
態
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
但
し
、
公
廨
米
と
し
て
収
納
さ

れ
た
の
は
三
十
七
斛
六
升
の
う
ち
の
僅
か
六
升
で
あ
り
、
そ
の
六
升
分
の
み
に

つ
い
て
返
抄
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
ま
た
公
廨
米
の
納
入
先
は

国
府
で
あ
り
（『
大
日
本
古
文
書
』
四
―
七
六
～
八
〇
越
前
国
雑
物
収
納
帳
を

織
が
下
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
受
信
者
は
本
木
簡
を
持
参
し
て
当
地
に
参
向

し
、
こ
こ
で
用
務
が
終
了
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。

で
は
、
e
も
そ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
e
に
関
し
て

は
、
そ
の
請
求
先
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
方
官
衙
遺
跡
出
土
木
簡
の
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
方
式
に
よ
る
廃
棄
に
関
連
し
て
、「
し
か
し
、
本
文
書
木
簡
は
完

形
の
ま
ま
の
状
態
で
廃
棄
さ
れ
た
稀
有
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
施
設

内
の
簡
略
な
請
求
ゆ
え
に
あ
え
て
割
っ
た
り
、
折
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
廃

棄
し
た
と
推
測
さ
れ
る
」
と
い
う
見
解
が
呈
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

日
下
の
陸
奥
藤
野
は
姓
名
を
記
し
て
お
り
、
例
え
ば
長
屋
王
家
木
簡
中
の
伝
票

木
簡
の
よ
う
な
名
前
の
み
を
記
す
の
が
原
則
で
あ
る
邸
宅
内
で
の
使
用
と
は
異

な
る
と
思
わ
れ
る
。
陸
奥
姓
は
『
続
後
紀
』
承
和
七
年
二
月
癸
亥
条
に
よ
る

と
、
伊
具
郡
に
見
え
、
ま
た
承
和
八
年
三
月
癸
酉
条
、『
三
代
実
録
』
貞
観
十

一
年
三
月
十
五
日
条
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
柴
田
郡
に
も
分
布
し
て
い
た
と
目

さ
れ
る
。
会
津
郡
（
後
に
耶
磨
郡
を
分
出
）
は
こ
れ
ら
か
ら
は
離
れ
た
位
置
に

所
在
す
る
が
、
e
に
よ
り
陸
奥
姓
者
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
点
は
さ
て
措
き
、
e
は
正
規
の
文
書
で
、
請
求
先
は
自
明
の
こ
と
、
即
ち

郡
家
へ
の
請
求
で
あ
っ
た
の
で
、
日
下
に
姓
名
を
記
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

る
方
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
一
つ
の
施
設
内
」
を
郡
家
の
機
構
と
い

う
拡
大
さ
れ
た
も
の
と
解
せ
ば
、
正
規
の
文
書
な
の
に
、
年
紀
が
な
い
こ
と
や

請
求
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
充
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す

る
と
、
e
は
郡
家
出
先
機
関
が
作
成
し
た
請
求
木
簡
で
、
郡
家
に
齎
さ
れ
て
、
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系
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
三
四
八
頁
頭
注
が
官
物
・
正
税
の

こ
と
と
解
し
て
お
り
、
律
令
条
文
に
も
「
官
物
」
の
語
は
散
見
し
て
い
る
。
例

え
ば
儀
制
令
元
日
国
司
条
に
は
「
其
食
以
二

当
処
官
物
及
正
倉
一

充
」
と
い
う
本

注
が
あ
り
、
集
解
諸
説
は
「
謂
、
官
物
者
、
郡
稲
也
。
正
倉
者
、
正
税
也
。
穴

云
、
謂
依
二

諸
条
一

為
二

郡
稲
一

也
。
正
倉
、
謂
正
税
也
。
或
云
、
官
物
、
謂
動

用
、
謂
郡
稲
也
。
朱
云
、
官
物
、
謂
動
用
之
物
。
若
無
二

動
用
之
物
一

者
、
乃
合

レ

用
二

正
税
一

」（11

～14

／722

）
と
述
べ
る
。
賦
役
令
貢
献
物
条
の
「
皆
准
レ

布

為
レ

價
、
以
二

官
物
一

市
充
」
で
も
、
集
解
は
「
古
記
云
、
以
二

官
物
一

市
充
、
謂

郡
稲
也
。『
諸
条
用
諸
国
貢
献
物
者
、
皆
以
官
物
買
充
、
亦
是
郡
稲
也
。』
官
物

者
皆
以
二

郡
稲
一

充
也
。
朱
云
、
謂
市
而
充
二

官
用
一

者
。
穴
云
、
官
物
、
謂
郡
稲

也
」（7

～10

／433

（
（3
（

）、
厩
牧
令
駅
伝
馬
条
の
「
伝
馬
以
二

官
物
一

市
替
」
の
集
解

に
も
、「
釈
云
、
官
物
、
郡
稲
也
」（1

～2

／934

）
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

f
の
「
公
廨
米
」
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
用
法
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

次
に
こ
の
木
簡
を
作
成
し
た
の
は
、
日
下
の
米
長
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
米

長
は
正
史
や
律
令
格
式
に
は
登
場
せ
ず
、
僅
か
に
長
岡
京
木
簡
（
一
〇
七
号
・

一
五
八
一
号
）
や
宝
字
六
年
七
月
九
日
造
東
大
寺
司
符
（『
大
日
本
古
文
書
』

十
五
―
二
二
一
～
二
二
二
）
な
ど
に
そ
の
活
動
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
長

岡
京
木
簡
一
〇
七
号
は
「
米
長
舂
米 

」（（77

）・20

・3　

039

）、
一
五
八

一
号
は
「
収
米
長
」（142

・20

・2　

051

）
と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
役
割
は

不
詳
で
あ
る
が
、
米
の
徴
収
に
従
事
す
る
郡
雑
任
と
目
さ
れ
て
い
る
。
造
東
大

寺
司
符
に
は
、

参
照
）、
返
抄
は
国
か
ら
郡
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
、
本
木
簡
は
ま
ず
付

札
と
し
て
国
に
移
動
し
て
（
そ
れ
故
に
、
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
。
上
端
の

「
返
」「
右
」
の
文
字
は
切
り
込
み
を
避
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
切
り
込
み
は
当

初
か
ら
存
し
た
と
目
さ
れ
る
）、
返
抄
と
し
て
郡
に
戻
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、

返
抄
木
簡
が
郡
に
齎
さ
れ
た
段
階
で
、
納
入
責
任
者
で
あ
る
郡
司
が
郡
内
に
通

用
さ
せ
る
目
的
で
、
返
抄
を
受
け
取
っ
た
際
の
確
認
と
し
て
署
名
し
た
も
の
と

説
明
で
き
る
と
さ
れ
る（

（3
（

。

ま
ず
「
公
廨
米
」
を
国
司
得
分
と
の
み
先
験
的
に
理
解
す
る
の
は
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
儀
制
令
春
時
祭
田
条
に
は
「
凡
春
時
祭
田
之
日
、
集
二

郷
之

老
者
一、
一
行
二

郷
飲
酒
礼
一、
使
三

人
知
二

尊
長
養
老
之
道
一。（
其
酒
肴
等
物
、
出
二

公
廨
一

供
。）」
と
あ
り
、
律
令
条
文
で
「
公
廨
」
の
語
が
出
て
く
る
の
は
こ
の

箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
唐
令
の
「
物
出
二

公
廨
一

」（
儀
制
令
二
四

〔
唐
〕）
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
場
合
の
「
公
廨
」
は
、
日
本
思
想
大
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し
て
文
書
を
発
給
し
、
ま
た
上
申
文
書
な
ど
を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
形
で
、
独

自
の
文
書
行
政
の
中
心
と
な
り
、
郡
務
を
あ
る
程
度
自
立
的
に
遂
行
す
る
場
合

が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
こ
う
し
た
郡
家
出
先
機
関
の

機
能
や
郡
務
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
整
理
し
て
、
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

三
　
郡
家
出
先
機
関
の
機
能

前
二
章
で
は
文
書
木
簡
の
様
相
を
中
心
に
、
郡
家
や
郡
家
出
先
機
関
の
位
置

づ
け
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
他
の
側
面
も
加
味
し
て
、
特
に
郡
家
出
先
機
関

の
機
能
や
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
荒
田
目
条
里

遺
跡
に
関
し
て
は
、
矢
玉
遺
跡
と
同
様
に
、
種
子
札
が
出
土
し
て
お
り
、
郡
司

職
分
田
の
耕
営
と
も
合
せ
て
、
勧
農
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
木
簡
も
伴
出
し
て
い
る
。

g
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〔
事
ヵ
〕

・　
　
　

□
買
上
替
馬
□

　

赤
毛
牝
馬 

歳
四

験
无 

直
六
百

・
真 

　

 

斗　

□

　
　
　
　
　
　

立
六
日�

（148

）・35

・3　

081　

司
符
、
秦
足
人
・
穂
積
河
内
等
。
右
、
先
日
足
人
并
米
長
等
召
遣
既
畢
。

此
迄
二

今
日
一

未
レ

向
。
若
有
二

故
一、
宜
下

承
二

知
状
一、
徴
所
米
等
令
レ

持
、

火
急
参
向
上。
不
レ

得
レ

怠
。
今
具
レ

状
、
即
返
二

丁
等
一。
故
符
。
主
典
安
都
宿

祢
。
案
主
下
。
六
年
七
月
九
日
。

と
あ
り
、
米
長
は
宝
字
四
年
封
戸
租
米
の
徴
収
に
関
連
す
る
も
の
で
、
綱
丁
と

同
様
の
役
割
を
果
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
郡
雑
任
の
一
つ
と
見
て
よ
い
で
あ

ろ
う（

（3
（

。
f
の
裏
面
に
は
こ
の
木
簡
の
文
面
が
記
さ
れ
た
後
に
、
大
領
と
目
さ
れ
る
於

保
臣
雄
公
＝
磐
城
臣
雄
公
の
署
名
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
署
名
の
意
味
は
大

領
と
し
て
郡
雑
任
の
行
為
を
勘
定
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。
即
ち
、
f
は
荒
田

目
条
里
遺
跡
の
地
に
存
し
た
米
長
が
作
成
し
た
郡
務
に
関
わ
る
公
廨
米
の
返
抄

で
、
こ
れ
が
郡
家
に
提
出
さ
れ
て
郡
司
の
勘
定
を
受
け
た
も
の
で
、
大
領
の
署

名
を
得
て
、
再
び
当
地
に
戻
っ
て
き
て
、（
一
定
期
間
の
保
管
の
後
に
）
廃
棄

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。
郡
務
関
係
の
文
書
で
あ
る
が
故
に
、
大

領
の
勘
定
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
郡
家
の
機
構
に
残
存
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
矢
玉
遺
跡
の
「
返
抄
」
の
漆
紙

文
書
の
存
在
も
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
郡
家
出
先
機
関
で
は
郡
家
と
の
間
に
取

り
交
わ
さ
れ
た
文
書
が
存
す
る
の
が
特
色
で
あ
り
、
ま
た
自
ら
も
文
書
行
政
の

一
つ
の
中
枢
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
見
た
が
、
郡
雑
任
、
あ
る
い
は
郡
領
の
う
ち
の

一
人
が
拠
点
と
す
る
郡
家
出
先
機
関
は
、
郡
家
の
指
示
、
文
書
の
や
り
と
り
を

通
じ
て
、
出
先
と
し
て
の
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
自
ら
が
下
位
の
存
在
に
対
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m
小
茶
円
遺
跡
出
土
木
簡
（
木
研
一
五
）

・
判
祀
郷
戸
主
生
部
子
継
正
税

　
（
削
消
）　　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
脱
ヵ
）

・
大
同
元
年
九
月
□
□
日
「
大
同
元
十
月
三
日
」

　

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ�

227

・16

・2　

051　

g
・
h
に
よ
る
と
、
伝
馬
の
運
営
に
関
わ
る
業
務
が
窺
わ
れ
、
表
1
―
18
の

立
屋
津
長
へ
の
郡
符
と
も
ど
も
、
当
地
が
水
陸
交
通
の
要
衝
に
所
在
し
、
両
方

の
交
通
手
段
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
i
は
正
倉
院
文
書
中
の
優
婆

塞
貢
進
文
に
相
似
し
た
文
書
で
、
j
・
k
は
写
経
体
の
書
体
、
ま
た
k
は
写
経

用
の
定
木
に
墨
書
し
た
も
の
と
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
仏
教
と
の
つ
な
が

り
を
示
す
木
簡
と
言
え
る
。
磐
城
郡
で
は
郡
家
比
定
の
根
岸
遺
跡
に
近
接
し
て

夏
井
廃
寺
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
郡
寺
な
い
し
は
郡
領
が
建
立
し
た

氏
寺
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
と
す
る
と
、
大
領
於
保
臣
雄
公
の
職
分
田
が
存
し

た
当
地
で
は
郡
家
と
関
係
の
深
い
夏
井
廃
寺
に
連
な
る
よ
う
な
宗
教
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
、
i
の
如
き
沙
弥
な
ど
の
修
行
状
況
を
記
し
た
報
告
が
齎
さ
れ
る

場
に
な
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
写
経
活
動
も
な
さ
れ
て
い
た
と

目
さ
れ
る
。

l
は
（
地
名
）
+
人
名
+
数
量
な
ど
を
記
し
た
簡
便
な
書
式
の
荷
札
で
あ

り
、
郡
内
で
の
徴
税
・
納
入
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
m
の
小
茶
円
遺

跡
は
荒
田
目
条
里
遺
跡
に
北
接
し
て
お
り
、
一
連
の
施
設
で
あ
っ
た
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
m
は
郷
名
か
ら
始
ま
る
荷
札
で
、
こ
れ
も
や
は
り
郡
内
で
の
納
税
、

h
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
一
三
号

厩
伝
子
丈
部�

（155

）・27

・3　

081　

i
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　

 
〔
遍
ノ
意
ヵ
〕

・　
　
　

□
□
二
ノ
　

千
手
ノ

　
　
　
　

 

〔
羅
ヵ
〕

　
　
　
　

陁
フ
尼
廿
遍　
　

浄
土
阿
弥

　
　

大
仏
頂
四
返　

千
手
懺
海
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

・
定
□　

俗
名
丈
部
裳
吉

　
　
　
　
〔
総
ヵ
〕　
〔
百
ヵ
〕

　
　
　
　
「
□　

経　

□ 

　

」�
（125

）・42

・4　

081　

j
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
二
三
号

 

〔
即
ヵ
〕

□
正
観
□
□
□�

（105

）・（18
）・（3

）　081　

k
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
二
四
号

我　

吾�

（177

）・23

・7　

061　

l
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
二
〇
号

・
丈
マ
有
安
追
料

・
　

 

十
月�

177

・22

・5　

033　
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o
大
猿
田
遺
跡
出
土
木
簡
（
木
研
二
三
）

　
　
　

　

　

石
足
二
斗　
　

 

〔
已
上
ヵ
〕

・
白
田　
　
　
　
　
　
　
　

合
五
斗
□
□

　
　
　

　

 

□
山
三
斗

　
　
　
　
　
　
〔
筑
ヵ
〕

・　
　
　
「
欠
二
升
」�

215

・24

・3　

032　

n
の
大
猿
田
遺
跡
は
根
岸
遺
跡
か
ら
北
方
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
所
在
し
、
磐

城
郡
の
北
半
を
掌
る
郡
家
出
先
機
関
で
、「
玉
造
」「
官
」「
代
」「
田
条
」「
厨
」

な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
玉
造
郷
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
一
〇
点
出
土
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
一
八
軒
・
掘
立
柱
建
物

八
棟
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
竪
穴
住
居
一
二
軒
と
掘
立
柱
建
物
七
棟
が
見
つ
か

っ
た
中
島
川
西
側
の
調
査
区
西
端
で
は
、
北
側
に
竪
穴
住
居
群
、
南
側
に
掘
立

柱
建
物
群
が
集
中
し
て
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
出
土
遺
物
に
は
灰
釉

陶
器
・
彩
釉
陶
器
、
円
面
硯
・
転
用
硯
、
羽
口
、
椀
型
滓
を
含
む
鉄
滓
、
帯
金

具
（
丸
鞆
）
な
ど
が
あ
り
、
官
衙
に
密
接
に
関
連
す
る
木
製
品
・
須
恵
器
・
鉄

な
ど
の
生
産
拠
点
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

出
土
木
簡
の
中
に
は
文
書
木
簡
、
判
読
不
明
な
が
ら
、
封
緘
木
簡
が
あ
り
、

文
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
判
祀
郷
・
玉
造
郷
・
白
田

郷
な
ど
か
ら
の
米
の
荷
札
が
存
す
る
。
大
猿
田
遺
跡
が
玉
造
郷
に
所
在
し
た
と

目
さ
れ
る
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
n
が
「
郷
家
」
へ
の
納
入
、
郷
内

で
の
移
動
で
あ
れ
ば
、「
玉
造
郷
」
と
書
く
必
要
は
な
く
、
郡
家
へ
の
納
入
を

想
定
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
郷
か
ら
の
荷
札
の
到
来
と
合
せ

出
挙
の
返
納
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
に
は
複

数
の
人
名
を
列
記
し
た
も
の
が
あ
り
（
九
号
）、
何
ら
か
の
徴
発
の
た
め
の
記

録
簡
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
物
実
の
納
入
や
労
働
力
の
徴
発
の
拠
点
と
し
て

の
性
格
も
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

n
大
猿
田
遺
跡
出
土
木
簡
（
木
研
一
九
）

・
玉
造
郷
四
斗

・
七
月
廿
日�

110

・17

・2　
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る（
（4
（

。
r
田
令
郡
司
職
分
田
条

凡
郡
司
職
分
田
、
大
領
六
町
、
少
領
四
町
、
主
政
・
主
帳
各
二
町
。
狭
郷
不

レ

須
三

要
満
二

此
数＊
一。

＊
集
解

古
記
云
、
問
、
狭
郷
皆
隨
二

郷
法
一

給
、
如
何
其
意
。
答
、
准
二

百
姓
口
分
之
例
一

増
減
耳
。
問
、
公
廨
職
田
、
当
国
郡
无
レ

田
者
、
遙
受
以
不
。
答
、
亦
受
。
／

跡
云
、
狭
郷
不
レ

須
三

要
満
二

此
数
一、
未
レ

知
其
意
。
答
、
与
二

百
姓
口
分
一

共
相
折

給
耳
。
／
穴
云
、
狭
郷
不
レ

須
三

要
満
二

此
数
一、
未
レ

知
、
欲
二

遙
受
一

者
聴
乎
。

答
、
可
レ

聴
。〈
今
師
云
、
不
レ

聴
也
。〉
／
朱
云
、
狭
郷
不
レ

須
三

要
満
二

此
数
一、

謂
率
二

百
姓
口
分
一

減
レ

数
折
者
。
問
、
狭
郷
不
足
分
田
、
聴
二

寛
郷
遙
受
一。
又
本

郡
専
无
レ

田
之
類
等
如
何
。
答
、
不
足
分
田
、
更
不
レ

給
者
。
未
レ

知
、
而
者
本

郡
无
レ

田
、
専
不
レ

給
耳
歟
、
何
。
私
案
、
欲
レ

受
者
、
如
二

百
姓
一

聴
二

遙
受
一

哉

何
。

s
『
続
紀
』
延
暦
十
年
五
月
戊
子
条

先
レ

是
、
諸
国
司
等
、
校
二

収
常
荒
不
用
之
田
一、
以
班
二

百
姓
口
分
一、
徒
受
二

其

名
一、
不
レ

堪
レ

輸
レ

租
。
又
王
臣
家
・
国
郡
司
及
殷
富
百
姓
等
、
或
以
二

下
田
一

相
二

易
上
田
一、
或
以
レ

便
相
二

換
不
便
一。
如
レ

此
之
類
、
触
レ

処
而
在
。
於
レ

是
、
仰
二

下

所
司
一、
却
拠
二

天
平
十
四
年
・
勝
宝
七
歳
等
図
籍
一、
咸
皆
改
正
。
為
二

来
年
班
一

レ

田
也
。

以
上
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
の
郡
符
な
ど
に
関
連
し
て
、
陸
奥
国
磐
城
郡

の
郡
家
や
郡
家
出
先
機
関
の
連
関
を
見
た
。
で
は
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
磐
城

て
、
大
猿
田
遺
跡
が
複
数
の
郷
を
統
括
す
る
拠
点
と
な
る
郡
家
出
先
機
関
で
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
o
裏
面
の
別
筆
は
不
足
分
を
勘
検
し
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
勘
定
行
為
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
の
l
は
追
加
分
の
納
入
に
伴
う
も
の
で
、
そ
の
前

段
階
と
し
て
同
様
の
勘
定
作
業
の
存
在
が
看
取
さ
れ
る
。

p
根
岸
遺
跡
出
土
木
簡
四
号（

（3
（

・
玉
造
郷 

戸
主
□
部
□
□
□

□
□
□
□
□

　
　
　
　
〔
戸
ヵ
〕

・　
　
　
　
　
「
□
□
神
□
」�
245

・37

・9　
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q
根
岸
遺
跡
出
土
木
簡
六
号

　
〔
判
祀
ヵ
〕

・
□
□
郷
生
マ
足
人
一
石

・　

 

「
□
廣
寸
□
」�

156
・27
・4　

051　

磐
城
郡
家
比
定
の
根
岸
遺
跡
で
も
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
泊
田
郷
（
白
田

郷
か
）
の
名
称
が
見
え
る
文
書
、
玉
造
郷
・
飯
野
郷
・
判
祀
郷
な
ど
か
ら
の
荷

札
と
、
郡
内
各
所
と
の
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
判
祀
郷
は
『
和
名
抄
』
に

は
見
え
な
い
が
、
北
半
部
を
統
括
す
る
大
猿
田
遺
跡
と
郡
家
に
近
い
小
茶
円
遺

跡
か
ら
も
荷
札
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
中
間
地
帯
に
所
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

p
・
q
の
裏
面
の
別
筆
は
納
入
の
検
収
に
あ
た
っ
た
役
人
の
署
名
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
l
・
o
に
窺
わ
れ
る
郡
家
出
先
機
関
で
の
勘
検
、
郡
家
で
の
検
収

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
多
重
的
に
検
納
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
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の
で
、
弟
山
は
後
に
出
雲
国
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
元
来
は
意
宇
郡
を
本
拠

と
す
る
国
造
出
雲
臣
氏
の
一
族
で
あ
る
も
の
の
、
当
時
は
意
宇
郡
司
の
ポ
ス
ト

が
な
か
っ
た
た
め
に
（
意
宇
郡
は
三
等
以
上
親
の
連
任
を
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も
就
任
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）、
飯
石
郡
の
少
領
に
就
任
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
雄
公
の
本
拠
地
は
荒
田
目
条
里
遺
跡
の

地
に
あ
り
、
郡
家
所
在
の
根
岸
遺
跡
に
「
通
勤
」
す
る
か
、
基
本
的
に
は
郡
家

に
滞
在
し
て
郡
務
を
遂
行
し
、
時
に
は
本
拠
地
に
戻
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

日
常
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
前
章
で
は
f
に
つ
い
て
、
荒
田
目
条
里

遺
跡
と
郡
家
の
往
来
を
想
定
し
た
が
、
大
領
雄
公
が
当
地
に
い
る
時
に
は
当
地

で
郡
務
の
決
済
を
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
郡
家
と
往
来
す
る
こ
と
な

く
、
当
地
で
作
成
→
決
済
→
（
保
管
）
→
廃
棄
と
い
う
過
程
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
即
ち
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
「
第
二
の
郡
家
」
の
如
き
地
位
を
占
め

て
お
り
、
表
1
―
18
・
19
の
郡
符
は
こ
こ
か
ら
発
令
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
推

定
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
合
い
で
の
郡
家
出
先
機
関
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
文
書
行
政
の
中
心
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
第
一
章
で
触
れ
た
山
垣
遺
跡
の
よ
う
な
少
領
の
拠
点
と
な
る
事

例
、
ま
た
第
二
章
や
別
稿
で
指
摘
し
た
加
賀
国
加
賀
郡
の
田
領
ク
ラ
ス
の
郡
雑

任
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
郡
家
出
先
機
関
も
存
す
る（

（4
（

。
加
賀
郡
の
場
合
は
、
郡

家
出
先
機
関
を
設
置
し
て
、
そ
こ
に
郡
雑
任
を
配
備
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
畝

田
村
に
拠
点
を
有
す
る
横
江
臣
の
存
在
形
態
を
ふ
ま
え
る
と
、
郡
内
の
中
小
豪

族
を
郡
務
に
参
画
さ
せ
て
、
郡
の
統
治
を
安
定
化
す
る
、
郡
家
の
郡
務
遂
行
を

郡
内
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
1
―
19
の
郡

符
は
郡
司
職
分
田
の
耕
営
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
木
簡
が
当
地
で
廃
棄

さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
地
に
大
領
於
保
臣
（
磐
城
臣
）
雄
公
の
職
分
田
が
存
在

し
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る（

（4
（

。
r
に
よ
る
と
、
郡
司
職
分
田
は
基
本
的
に
は
当
該

郡
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
現

実
的
で
は
な
い
が
、
集
解
古
記
・
朱
説
で
は
郡
内
に
田
地
が
な
け
れ
ば
、
別
郡

で
遙
受
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
規
定
数
の
不
足
に
関
し
て
は
、

穴
記
で
は
遙
受
を
認
め
る
と
い
う
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
師
や
朱
説
は

そ
れ
に
否
定
的
で
あ
る
。
但
し
、
本
郡
に
田
地
が
な
い
と
か
、
規
定
数
の
不
足

は
実
際
に
は
起
こ
り
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
s
の
よ
う
に
、
優
先
的
に
上
田

を
便
地
に
選
定
し
た
と
見
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
当
地
は
大
領
雄
公
の
経
営
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
郡
家

出
先
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
郡
家
の
所
在

地
決
定
に
は
豪
族
居
宅
型
（
郡
領
と
な
る
よ
う
な
豪
族
が
歴
史
的
支
配
を
築
い

て
き
た
本
拠
地
に
設
置
さ
れ
る
も
の
）、
非
本
拠
地
型
（
先
行
す
る
住
居
跡
な

ど
が
検
出
さ
れ
ず
、
律
令
国
家
の
要
請
な
ど
に
よ
り
、
全
く
別
所
に
設
置
さ
れ

る
も
の
）
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
ま
た
郡
家
が
移
転
す
る
事
例
も
存
す

る（
（4
（

。
さ
ら
に
八
～
九
世
紀
の
郡
司
任
用
に
関
す
る
法
令
に
よ
る
と
、
郡
領
氏
族

間
で
の
郡
領
の
地
位
を
め
ぐ
る
争
い
も
知
ら
れ（

（4
（

、
郡
家
と
そ
の
時
々
の
郡
領
の

本
拠
地
の
関
係
は
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
出
雲

国
風
土
記
』
の
各
郡
条
に
記
さ
れ
た
新
造
院
は
郡
領
氏
族
に
よ
る
建
立
例
が
多

い
が
、
意
宇
郡
山
代
郷
の
新
造
院
は
飯
石
郡
少
領
出
雲
臣
弟
山
が
造
営
し
た
も
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こ
と
が
窺
わ
れ
、
地
方
支
配
の
歴
史
的
変
遷
の
源
と
な
る
力
を
考
究
す
る
こ
と

に
も
努
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
郷
長
」
の
墨
書
土
器
や

木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
郡
家
の
行
政
事
務
と
の
関
係
が
明
瞭
で
は

な
い
事
例
、
官
衙
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
郷
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
集
落
の

存
在
は
重
要
な
分
析
材
料
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に

も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
表
1
―
26
の
香
住
ヱ
ノ
田
遺
跡
で
は
召
文
、
伯
耆

国
会
見
郡
と
出
雲
国
意
宇
郡
と
の
国
境
付
近
で
検
出
さ
れ
た
陰
田
第
一
遺
跡
の

木
簡
（
木
研
三
三
）
に
は
大
領
の
署
名
の
あ
る
文
書
（
禁
制
札
か
）
が
存
す
る

の
で
、
郡
家
を
中
心
と
す
る
文
書
行
政
の
広
が
り
を
探
究
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
記
し
て
、
蕪
雑
な
稿
の
む
す
び
に
か
え
た
い
。

註

（
1
）
最
末
端
の
里
は
霊
亀
三
年
～
天
平
十
二
年
頃
に
は
郷
里
制
、
天
平
十
二
年
頃

以
降
は
郷
制
に
変
化
し
て
い
る
。
岸
俊
男
「
古
代
村
落
と
郷
里
制
」（『
日
本
古
代
籍

帳
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
鎌
田
元
一
a
「
郷
里
制
の
施
行
と
霊
亀
元

年
式
」、
b
「
郷
里
制
の
施
行
捕
論
」（『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇

一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
2
）
郡
家
の
発
掘
状
況
や
考
古
学
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
山
中
敏
史
『
古
代
地
方

官
衙
遺
跡
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編

『
日
本
古
代
の
郡
衙
遺
跡
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
彼
ら
を
郡
雑
任
に
起
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
郡
家
出
先
機
関
も
地
域
の
中
心

と
し
て
、
郡
内
の
一
定
区
域
を
独
自
に
支
配
し
得
る
存
在
と
し
て
機
能
す
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
郡
家
出
先
機
関
を
運
営
す
る
権
力
・
権
威
を
持
つ
豪
族
が

歴
史
的
に
構
築
し
て
き
た
支
配
形
態
が
あ
り
、
そ
れ
を
文
書
行
政
化
し
て
郡
家

に
結
節
、
郡
務
の
一
階
梯
に
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
郡
・
郡
司
の
統
治
が
維
持

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
関
係
の
中
で
郡
家
出
先
機
関
が
文
書
行
政
や

当
時
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
た
め
の
勧
農
、
ま
た
徴
税
、
宗
教
関
係
な
ど

様
々
な
郡
務
遂
行
に
関
わ
る
一
つ
の
中
枢
と
し
て
の
役
割
を
果
す
構
造
が
表
出

し
た
次
第
で
あ
っ
た
。

む
す
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
近
年
増
加
す
る
地
方
官
衙
遺
跡
出
土
木
簡
の
う
ち
、
特
に
郡
務
遂

行
を
象
徴
す
る
郡
符
木
簡
を
糸
口
に
、
郡
家
出
先
機
関
と
地
域
支
配
の
あ
り
方

を
考
え
て
み
た
。
郡
家
と
郡
家
出
先
機
関
の
関
係
、
郡
家
出
先
機
関
の
由
来
と

な
る
人
的
背
景
、
独
自
の
文
書
行
政
の
様
相
な
ど
を
い
く
分
な
り
と
も
明
ら
か

に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
の
成
り
立
ち
、
基
盤
と
な
る
「
郡

的
世
界
」
の
様
々
な
関
係
性
に
よ
っ
て
は
、
多
く
の
異
な
る
事
例
、
未
解
明
の

部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
課
題
と
と
も
に
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
郡
家
、
郡

家
出
先
機
関
の
さ
ら
に
下
に
も
、
複
数
の
歴
史
的
支
配
地
域
が
重
層
し
て
い
た
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も
、
里
（
郷
）
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
集
落
が
存
し
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
7
）
栄
原
永
遠
男
「
郡
的
世
界
の
内
実
」（『
人
文
研
究
』
五
一
の
二
、
一
九
九
九

年
）、
西
山
良
平
a
「『
律
令
制
収
奪
』
機
構
の
性
格
と
そ
の
基
盤
」（『
日
本
史
研

究
』
一
八
七
、
一
九
七
八
年
）、
b
「〈
郡
雑
任
〉
の
機
能
と
性
格
」（『
日
本
史
研

究
』
二
三
四
、
一
九
八
二
年
）、
中
村
順
昭
「
郡
雑
任
の
諸
様
相
」（『
律
令
官
人
制

と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
拙
稿
a
「
郡
雑
任
と
郡
務
の
遂

行
」、
b
「
評
司
・
国
造
の
執
務
構
造
」、
c
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
符
と
田
領
」（
註

（
3
）
b
書
）
な
ど
。

（
8
）
鬼
頭
清
明
「「
召
文
」
木
簡
に
つ
い
て
」（『
古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
塙
書

房
、
一
九
九
三
年
）、
平
川
註
（
5
）
論
文
、
小
林
昌
二
「
郡
符
と
召
文
」（『
歴
史

評
論
』
五
七
四
、
一
九
九
八
年
）、
佐
藤
信
「
封
緘
木
簡
」（『
日
本
古
代
の
宮
都
と

木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、
高
島
英
之
「
題
籤
軸
」、
早
川
万
年
「
郡
符

木
簡
」（『
文
字
と
古
代
日
本
』
一
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

（
9
）
註
（
7
）
拙
稿
c
。

（
10
）
長
屋
王
家
木
簡
に
関
す
る
拙
見
は
、
a
『
長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
b
『
奈
良
貴
族
の
時
代
史
』（
講
談
社
、
二
〇
〇

九
年
）
を
参
照
。
文
書
木
簡
の
全
体
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
舘
野
和
己
「
長
屋
王
家

の
文
書
木
簡
に
関
す
る
一
考
察
」（『
長
屋
王
家
・
二
条
大
路
木
簡
を
読
む
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、
長
屋
王
家
木
簡
の
正
式
報
告
書
と
し
て

は
、『
平
城
京
木
簡
』
一
・
二
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
五
・
二
〇
〇

一
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
知
る
に
は
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
』
二
十
一
・
二
十
三
・
二
十
五
・
二
十
七
・
二
十
八
・
二
十
九
な
ど
に
依
拠
す

（
3
）
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
大
町
健

『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。
拙
著
a

『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
b
『
地
方
木
簡
と
郡

家
の
機
構
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
）
も
参
照
。

（
4
）
井
上
尚
明
a
「
郷
家
に
関
す
る
一
試
論
」（『
埼
玉
考
古
学
論
集
』
一
九
九
一

年
）、
b
「
郷
家
の
構
造
と
性
格
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
律
令
国
家
の
地
方

末
端
支
配
機
構
を
め
ぐ
っ
て
』
一
九
九
八
年
）、
関
和
彦
「
古
代
村
落
「
官
衙
」
考
」

（『
日
本
古
代
社
会
生
活
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。

（
5
）
佐
々
木
恵
介
「
律
令
里
制
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
九
五
の
二
、

一
九
八
六
年
）、
佐
藤
信
「
奈
良
時
代
の
政
治
と
民
衆
」（『
新
版
古
代
の
日
本
』
一
、

角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
浅
野
充
「
律
令
制
下
の
地
方
行
政
に
つ
い
て
」（『
藤

沢
市
史
研
究
』
二
四
、
一
九
九
一
年
）、
津
野
仁
「
遺
跡
か
ら
み
た
郷
長
の
性
格
」

（『
太
平
台
史
窓
』
一
〇
、
一
九
九
一
年
）、
平
川
南
「
郡
符
木
簡
」（『
古
代
地
方
木

簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
木
元
次
男
「
八
世
紀
前
半
の
里
長
・

郷
長
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
七
五
、
一
九
九
一
年
）、
吉

岡
眞
之
「
郡
と
里
と
村
」（『
日
本
村
落
史
講
座
』
五
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一

年
）
な
ど
。

（
6
）
平
川
註
（
5
）
論
文
、
山
中
敏
史
「
律
令
国
家
の
地
方
支
配
機
構
―
研
究
の

現
状
と
課
題
―
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
律
令
国
家
の
地
方
末
端
支
配
機
構

を
め
ぐ
っ
て
』
一
九
九
八
年
）、
拙
稿
「
郡
家
の
施
設
と
部
署
」（
註
（
3
）
b
書
）

な
ど
。
但
し
、「
郷
長
」
の
墨
書
土
器
や
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
郡
家

の
行
政
事
務
と
の
関
係
が
明
瞭
で
は
な
い
遺
跡
も
あ
り
、
官
衙
と
は
言
わ
な
い
ま
で
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（
20
）
相
沢
央
「
八
幡
林
遺
跡
と
郡
の
支
配
」（『
新
潟
史
学
』
四
〇
、
一
九
九
八

年
）。

（
21
）
平
川
註
（
5
）
論
文
。

（
22
）
拙
稿
「
郡
司
表
（
稿
）〔
第
二
版
〕」（『
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
国
衙
機
構
と
武

士
の
成
立
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
十
一
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
））
研
究
成
果
報
告
書
〔
研
究
代
表
者
・
森
公
章
〕、

二
〇
一
二
年
）
で
は
全
国
の
郡
司
を
悉
皆
集
成
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
氷
上
郡

の
郡
領
氏
姓
は
不
明
で
あ
る
。

（
23
）
註
（
7
）
c
拙
稿
。

（
24
）『
金
沢
市 

畝
田
遺
跡
群
Ⅵ
』（
石
川
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
り

訂
正
。
な
お
、「
笠
□
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
に
石
川
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
九
州
大
学
の
坂
上
康
俊
氏
ら
と
と
も
に
保
存
処
理
済
み
の
木
簡

を
実
見
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
際
の
坂
上
氏
の
御
意
見
を
参
考
に
す
る
と
、「
竹

万
呂
」
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
所
見
を
得
て
い
る
の
で
、
校

訂
注
の
形
で
表
示
し
た
。

（
25
）
平
川
南
「
小
型
の
過
所
木
簡
」（
註
（
5
）
書
）。

（
26
）
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
〇
一
集
『
延
命
寺
遺
跡
』（
二
〇
〇
八

年
）
一
五
八
頁
。

（
27
）
地
方
官
衙
に
お
け
る
暦
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
三
上
喜
孝
「
古
代
地
方
社
会

に
お
け
る
暦
」（『
日
本
古
代
の
文
字
と
地
方
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）

を
参
照
。

（
28
）
石
田
明
夫
「
福
島
・
矢
玉
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
一
七
・
二
二
、
一
九
九

る
必
要
が
あ
り
、
正
式
報
告
書
未
刊
行
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
か
ら
引
用
す
る

（
城21
―10

の
如
く
に
、
号
数
と
頁
数
を
略
記
し
た
）。

（
11
）
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
は
邸
外
の
機
関
（
御
田
・
御
薗
な
ど
）
や
人
物
に
宛

て
た
符
・
召
文
が
見
ら
れ
る
の
で
（『
平
城
京
木
簡
』
一
・
一
六
九
三
号
な
ど
）、
次

に
述
べ
る
発
信
元
に
戻
っ
て
き
て
廃
棄
さ
れ
る
事
例
も
存
す
る
。

（
12
）
寺
崎
保
広
「
木
簡
論
の
展
望
」（『
古
代
日
本
の
都
城
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
13
）『
平
城
京
木
簡
』
二
（
解
説
）「
木
簡
廃
棄
の
二
つ
の
方
法
」（
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）。
な
お
、
井
上
和
人
「
出
土
木
簡
籌
木
論
」（『
日
本
古

代
都
城
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
多
く
の
木
簡
は
籌
木
に
転

用
さ
れ
て
、
廃
棄
に
至
っ
た
と
見
る
。

（
14
）
水
沢
教
子
「
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
製
作
技
法
と
廃
棄
方
法
」（『
長
野
県

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
』
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
）、
平
川

南
「
古
代
木
簡
か
ら
み
た
地
方
豪
族
」（
註
（
5
）
書
）
な
ど
。

（
15
）
潮
崎
誠
「
兵
庫
・
香
住
ヱ
ノ
田
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
一
八
、
一
九
九
六
年
）

七
七
頁
。

（
16
）
吉
川
真
司
「
九
世
紀
の
国
郡
支
配
と
但
馬
国
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
二
四
、

二
〇
〇
二
年
）。

（
17
）
拙
稿
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
務
と
国
務
」（
註
（
3
）
b
書
）。

（
18
）
註
（
7
）
c
拙
稿
。

（
19
）
拙
稿
「
郡
司
補
任
請
願
文
書
と
ト
ネ
リ
等
の
郡
領
就
任
」（
註
（
3
）
a
書
）、

註
（
7
）
a
拙
稿
な
ど
。
中
村
註
（
7
）
論
文
も
参
照
さ
れ
た
い
。
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雄
公
に
他
な
ら
な
い
と
見
る
。「
於
保
臣
」
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、
中
央
の
氏
族

名
に
連
な
り
、
在
地
に
お
い
て
中
央
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
と
説
明
で
き
る
と
い
う
、
た
だ
、
f
の
仁
寿
三
年
の
時
点
で
は
や
は
り
中
央
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
「
阿
倍
」
陸
奥
臣
に
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
り
、
於
保
臣
の
所
称
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
考
を
俟
ち
た
い
。
な
お
、
f
裏
面
の
「
於
保
臣
雄
公
□
」
の

自
署
が
判
読
で
き
て
い
な
い
段
階
の
釈
文
（
木
研
一
七
）
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
三
上
喜
孝
「
文
書
木
簡
と
文
書
行
政
」（
註
（
27
）
書
）
一
〇
五
～
一
〇
六
頁

は
、
f
に
つ
い
て
、
郡
が
貢
進
し
た
「
公
廨
米
」
の
領
収
書
と
し
て
、
上
級
の
機
関

で
あ
る
国
か
ら
郡
に
齎
さ
れ
た
も
の
で
、
文
書
木
簡
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

初
か
ら
頭
部
に
付
札
状
に
角
を
落
と
し
、
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
（
左
右

の
切
り
込
み
は
文
字
部
分
を
切
っ
て
い
な
い
）
の
は
、
返
抄
を
受
け
取
る
郡
の
側

で
、
こ
の
返
抄
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
貢
進
物
に
く
く
り
つ
け
て
お
い
た
た
め
で

あ
る
こ
と
、
裏
面
に
異
筆
と
見
ら
れ
る
部
分
（「
於
保
臣
雄
公
□
」
の
こ
と
で
、
三

上
氏
は
元
論
文
を
論
文
集
に
収
載
す
る
際
に
、
f
の
釈
文
を
参
照
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
）
が
あ
り
、
こ
れ
が
あ
る
い
は
国
の
側
で
の
勘
検
署
名
か
も
し
れ
な
い
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
35
）
義
江
彰
夫
「
儀
制
令
春
時
祭
田
条
の
一
考
察
」（『
古
代
史
論
叢
』
中
巻
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。
な
お
、
天
平
十
七
年
に
始
ま
る
公
廨
稲
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
早
川
庄
八
「
公
廨
稲
制
度
の
成
立
」（『
日
本
古
代
の
財
政
制
度
』
名
著
刊

行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
36
）
賦
役
令
貢
献
物
条
集
解
の
『　

』
は
、
大
宝
令
で
は
「
朝
集
使
貢
献
物
」
と

な
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
水
野
柳
太
郎
「
郡
稲
」（『
日
本
古
代
の
食
封
と
出

五
・
二
〇
〇
〇
年
）、
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
『
矢
玉
遺
跡 

若
松
北
部
地
区
県
営

ほ
場
整
備
発
掘
報
告
書
Ⅰ
』（
一
九
九
九
年
）、『
若
松
北
部
地
区
県
営
ほ
場
整
備
発

掘
報
告
書
Ⅱ
』（
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。
な
お
、
種
子
札
に
つ
い
て
は
、
平
川
南

「
種
子
札
と
古
代
の
稲
作
」（
註
（
5
）
書
）
を
参
照
。

（
29
）
古
尾
谷
知
浩
『
漆
紙
文
書
と
漆
工
房
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四

年
）
二
五
六
頁
。

（
30
）
平
川
南
「
儀
式
用
薦
関
係
木
簡
」（
註
（
5
）
書
）
六
二
三
～
六
二
四
頁
。

（
31
）
完
形
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
る
と
、
再
度
利
用
（
悪
用
）
さ
れ
る
危
険
も
あ
る
が
、

日
付
や
申
請
内
容
、
使
者
の
合
致
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
ま
た
あ
る
い
は
郡
家
側
で

出
給
記
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
再
度
の
使
用
は
困
難
な
も
の
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
使
者
石
嶋
は
名
前
の
み
で
あ
る
が
、

郡
家
側
に
も
名
前
（
姓
名
）・
顔
が
既
知
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
名
の
み
で
よ

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
32
）『
荒
田
目
条
里
遺
跡
』（
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）。
本
木
簡
に

つ
い
て
の
報
告
書
の
見
解
は
三
四
七
～
三
四
九
頁
を
参
照
。

（
33
）
津
長
を
め
ぐ
っ
て
は
、
拙
稿
「
郡
津
の
管
理
と
在
地
豪
族
」（
註
（
3
）
b

書
）、
郡
司
職
分
田
に
つ
い
て
は
、
磐
下
徹
「
郡
司
職
分
田
試
論
」（『
日
本
歴
史
』

七
二
八
、
二
〇
〇
九
年
）、
魚
酒
労
働
に
関
し
て
は
、
義
江
明
子
「
殺
牛
祭
神
と
魚

酒
」（『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
34
）
註
（
32
）
報
告
書
三
七
三
頁
で
は
、
於
保
臣
雄
公
は
表
1
―
19
の
大
領
於
保

臣
の
こ
と
で
、『
続
後
紀
』
承
和
七
年
三
月
戊
子
条
・
同
十
年
十
一
月
己
亥
条
の
叙

位
記
事
、
同
十
一
年
正
月
辛
卯
条
に
阿
倍
陸
奥
臣
改
姓
記
事
が
見
え
る
大
領
磐
城
臣
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（
44
）
註
（
7
）
c
拙
稿
。

（
付
記
）
本
稿
は
科
研
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

挙
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
義
解
の
混
入
か
（
現
存

の
義
解
に
は
な
い
）。

（
37
）
西
山
註
（
7
）
a
論
文
、
櫛
木
謙
周
「
律
令
制
下
に
お
け
る
米
の
貢
進
に
つ

い
て
」（『
日
本
古
代
労
働
力
編
成
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
中
村
順
昭

「
愛
智
郡
封
租
米
の
輸
納
を
め
ぐ
る
郡
司
と
下
級
官
人
」（
註
（
7
）
書
）、
註
（
7
）

a
拙
稿
な
ど
。
櫛
木
氏
は
一
六
七
～
一
六
八
頁
で
『
三
代
格
』
巻
六
弘
仁
十
三
年
閏

九
月
二
十
日
官
符
の
庸
米
長
の
存
在
も
参
照
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
38
）
郡
寺
と
郡
司
建
立
寺
院
に
つ
い
て
は
、
三
舟
隆
之
a
「
地
方
寺
院
の
性
格
」、

b
「「
郡
衙
周
辺
寺
院
」
説
批
判
」（『
日
本
古
代
の
王
権
と
寺
院
』
名
著
刊
行
会
、

二
〇
一
三
年
）、
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
地
方
官
衙
と
寺
院
』（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど

を
参
照
。

（
39
）『
根
岸
遺
跡
』（
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。
根
岸
遺
跡
に
関
す

る
知
見
は
、
こ
の
報
告
書
に
依
拠
し
た
。

（
40
）
こ
う
し
た
地
方
官
衙
で
の
勘
検
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
荷
札
木
簡
の
研
究
課

題
」（
註
（
10
）
a
書
）、
註
（
7
）
拙
稿
b
を
参
照
。

（
41
）
郡
司
職
分
田
に
つ
い
て
は
、
磐
下
註
（
33
）
論
文
を
参
照
。
一
二
一
頁
で
は

荒
田
目
条
里
遺
跡
の
周
辺
に
職
分
田
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
当
地
が
古
墳
時
代

以
来
の
交
流
・
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。

（
42
）
吉
田
晶
「
評
制
の
成
立
過
程
」（『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
論
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
七
三
年
）、
山
中
註
（
2
）
書
、
註
（
6
）
拙
稿
な
ど
。

（
43
）
拙
稿
「
律
令
国
家
に
お
け
る
郡
司
任
用
方
法
と
そ
の
変
遷
」（
註
（
3
）
a

書
）。
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Re-examing about the wooden tablets so called  
“Gun-pu” （directions to subordinates produced by  

the couty government office or governors） ;  
on the branch offices in the county  
and the figue of their management

MORI, Kimiyuki

Gun-pu means the directions to subordinates produced by the couty government office 

or governors. The examples of Gun-pu written on the paper were scarcely handed down,so 

we had doubted whether the documents were used in the management of the county or 

not. But nowadays the cases of excavation concerning to the county government offices are 

increasing ,and the numbers of wooden tablets are also numerous,so the examples of Gun-

pu gradually increasing. And more the sites of the branch offices are becoming well known,so 

the Gun-pu were dumped in the county government office or branch offices when the 

addressees or the goods requested according to the directions had reached the offices and 

Gun-pu had completed their missions.

In this article I tried to re-examine about the wooden documents concerning to the reign 

of the county government offices. Through this consideration, I want to reveal how the 

county government ruled its teritory,especially by the network of branch offices,why they 

needed the  branch offices and what was their function in the reign of the county.

The examples investegated in this paper are as follows ; the Site of Uneda-Jichu and 

Kamo in Kaga Province,the Site of Enmyoji in Echigo Province,the Site of Yatama.Atsutame-

jori,Kochaen,Ohsanda,Negishi in Mutsu Province,the Site of Yamagaki in Tanba Province.

Through the anlysis of the wooden tablets excavated from these sites,we can see the real 

figue of the county management in the 8th or 9th century ; the dividing arrangement of the 

chief  governors in the government office or branch ones,Gun-pu produced from the branch 

offices etc. So we can understand the historical structure of the “Inner World of the 

District（Gun）”, i.e. the real figue of the regional management system in the Ancient Age 

of Japan.


